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序

私たちの郷土熊谷には、祖先が営々と築いてきた貴重な文化財が多数あります。なかで

も、原始 ・古代の集落跡や古墳、中世の館跡等の埋蔵文化財が、広 く分布することが知ら

れています。

こうした文化財は、熊谷市の発展やその過程を物語る証であるとともに、子孫の繁栄の

指標 ともなる先人の貴重な足跡であります。私たちは、こうした文化遺産を継承し、次世

代へと伝え、さらに豊かな熊谷市の創造のための礎としていかなければならないと考えて

おります。

本書は、熊二谷市農業活性化センターの建設に伴い、平成11年4月 か ら5月 に実施 された、

奈 良東耕地遺跡発掘調査の成果をまとめたものです。今回の調査によって、平安時代に生

活が営まれた遺跡であることが確認されました。中でも、鉄製の紡錘車や灰紬の圷など、

貴重な資料が確認され、今まで不鮮明であった市内奈良地域の平安時代の生活を知る上で、

重要な成果として注目されているところでございます。

本書を、文化財の記録の保存のみならず、郷土の歴史解明、学術研究の資料、あるいは

学校教育や社会教育の参考資料 として、広 くご活用いただければ幸いと存じます。

最後になりましたが、文化財保護法の趣旨をご理解いただき、発掘調査から本書の刊行

に至るまで、ご協力をいただきました地元関係者各位に厚 くお礼申し上げます。

平成12年9月

熊 谷 市 教 育 委 員 会

教 育長 飯 塚 誠 一 郎

1



H



例 言

1本 書 は、埼 玉県熊谷市大字 中奈良897番 地 に所在す る奈良東耕地遺跡 の発掘調査報告書 である。

2発 掘調査 は、熊谷市農業活性化セ ンター建設工事 に伴 う事前調査 であ り、熊谷市教育委員会が実施

した。

3本 事業 の組織 は、第1章4の とお りであ る。

4発 掘調査期 間は、平成11年4月12日 か ら平成11年5月31日 であ り、整理報告書作成作業期 間は、平

成12年4月12日 か ら平成12年9月30日 であ る。
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発掘調査は、寺社下博、市川康弘、小林貴郎、整理報告書作成作業は寺社下がそれぞれ担当した。

発掘の写真撮影は、寺社下、市川、小林が行い、遺物の写真撮影は、寺社 下が行った。

出土品の整理及び図版の作成は、寺社 ドが行った。

本書の執筆は、寺社 ドが行った。

遺跡の基準点測量 と航空写真は、㈱東京航業研究所に委託した。

本書の編集 は、寺社下が行った。

本書にかかる資料は、熊谷市教育委員会が保管する。

本書の作成 にあた り、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力 を賜った。記 して謝意を表します。

(敬称略)

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課、埼玉県立埋蔵文化財センター、

(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団、大里郡市文化財担当者会
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凡 例

本書 にお ける挿図指示は、次の とお りである。

1各 遺構 の番号 は、発掘調査時 に付 したもの を、整理時 に調査 区の東か ら西へ ・北か ら南へ の順序で

付 け直 した。
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遺構挿 図の縮 尺は、原則 として次の とお りである。

遺構 全測 図1/200溝 以外 の遺構平面図及び遺構 断面図1/60溝 平面図1/150

遺物出土状況 平面図1/30基 本土層図1/40

遺構挿 図 中のス ク リー ン トー ン等 は、原則 として次 の内容 を示す。

懸 地山 灰;繕 焼土
遺構挿 図中の レベル基準線 は、標 高27.500mで 統一 した。

カマ ド平面図及び

遺構覆 土の色 調は、「新版標準土色帖』(農 林水産省農林水産技術会議事務 局監修 ・1998年 版)に 照

らし、最 も近似 した色相 を表示 した。

遺物挿 図の縮尺 は、原則 として1/4で ある。

遺物挿 図中のス クリー ン トー ンは、紬 のかかった範囲 を示す。

遺物 の胎 土は、肉眼で観察で きる次 のよ うな包含物質について、多い順 に示 した。

① 白色粒子 ②黒色粒子 ③ 赤色粒子 ④片岩粒 子 ⑤ 白色針状物質 ⑥礫

遺物 の色調 は、「新版標準 一ヒ色 帖』(農 林水産省農林水 産技術会議事務局監修 ・1998年版)に 照 らし、

最 も近似 した色相 を表示 した。
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1 発掘調査の概要

1調 査に至る経過 平成11年1.月11日 、熊谷市経 済部農政課長か ら熊谷市教育委 員会教育長に、

熊谷 市大宇中奈 良仮2811番 地1及 び大字 中奈良仮2810番 地2地 内の、面積2059

㎡ に及 ぶ農業農村多元情報活用施設建設予定地 内におけ る文化財 の所在及び取

扱 いにつ いて協議 があった。

この協議 に対 して、開発 予定地 が、現時点 では埋蔵文化財 の存在 は確 認 され

ていないものの、遺跡の存在す る可能性 が非常 に高い地域 であ り、詳細 を確認

す るための試掘調査 を実施す る旨、 平成11年1月12日 付 けで回答 した。

そ して、平成11年L月27日 に試掘調査 を実施 した結果 、平安時代 を中心 とし

た集落遺跡 で あるこ とが確認 され た(奈 良東耕 地遺跡 ・遺跡番号59-119)た

め、当該地 は、現状 で保存す るか、 または埋蔵 文化財 に影響 を及ぼ さない方法

での開発 が望 ましい 旨、平成11年1月29日 付けで回答 した。

その後、保存策 について協議 を重ね たが、緊急性 があ り、工事の中止及 び他

所へ の変更 は不可能 である点 が確認 され、や むを得ず記録保 存の措置 を講ず る

こととなった。 しか しなが ら、埋蔵文化財 に影響 を及 ぼす工 事範 囲 を最小限の

800㎡ に くい とめ、発掘調査 は、 この部分のみで実施す ることとした。

発掘調査は、平成11年4.月1日 、熊谷 市 と熊谷市教育委員 会において農業農

村多元情報活用施設 ・熊谷市農業活性化 セ ンター建設地内 における埋蔵文化財

に関す る協 定書を締結 し、 同年4月120よ り実施す るこ ととなった。

発掘調査 に先立 って、熊谷市長 か ら文化財保護 法第57条 の3第1項 に基づ く

埋蔵文化財発掘 の通知が、熊農発第21号 で提 出 され た。 これ に対 し埼玉県教育

委員会教 育長か ら周知 の埋蔵 文化財包蔵地 にお ける土木工事等 について、教文

第3-65号 をもって、発掘調査実施の指示通知 があった。

また熊谷市教育委員会教育長 は、文化財保護法第98条 の2第1項 に基づ く埋

蔵 文化財発掘 の報告 を、平成11年4月19日 付熊教社発第78号 で提 出 した。

2発 掘調査の経過 奈 良東耕地遺跡の発 掘調査 は、平成11年4月12日 か ら開始 し、重機 による遺

構確 認面 までの削平、遺構確認、遺構掘 り下 げ、遺構精査、遺物取 り上 げ、実

測 、写真撮影 と、一連 の調査 を繰 り返 し、 同年5月31日 に終 了 した。

調査対象面積 は、遺跡面積11,500㎡ の うち800㎡ で ある。

3整 理 ・報告書作成

の経過

整理 ・報告書作成作業 は、平成12年4月12日 か ら開始 し、4月 中 に遺物 の洗

浄 と注 記、復 元及び実測 を完了 した。5月 に入 り、遺構 の図面 と写真の整理、

遺物写真撮影 、遺構 と遺物の版組 み トレース を行 っていった。その後6月 には、

写真 図版作成 、原稿執筆 、割 り付 け等 を行 い、7月 に印刷 業者 を決 定 した。入

稿後、9月 にわたって校正 を行い、本報 告書 の刊行 に至 った ものである。

1



4発 掘調査、整理 主体者 熊谷 市教育委員会

報告書刊行の組織

(1)発 掘調査(平 成11年 度)

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主任

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

坂巻篤

氏家保男

浅野晴樹

北俊明

金子正之

寺社下博

渡辺操

吉野健

松田哲

市川康弘

小林貴郎

越前谷理

(1)整 理調査(平 成12年 度)

教育長

教育次長

社会教育課長

副参事

課長補佐

主幹兼係長

主査

主任

主任

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

野辺良雄

浜島義雄

浅野晴樹

北俊明

金子正之

浅見敦夫

寺社下博

吉野健

松田哲

小林貴郎

越前谷理

小野寺弘光
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II 遺跡の立地 と環境

遺跡の立地 奈良東耕地遺跡 は、熊谷 市大字中奈 良仮2811番 地1及 び2810番 地2他 に所在

し、JR高 崎線熊谷駅 の北約5.2kmに 当た り、利根川 か ら南へ約5,0km、 荒川か

ら北へ約5.4kmの 、両河川 のほぼ中間に位置 している。

本遺跡 の所在す る奈良地 区は、熊谷市の北部 に当た り、利根川 の南岸 に広が

る妻沼低地 と、熊谷 市の大半 に及ぶ新荒川扇状地(沖 積扇状地であ り、熊谷低

地 と呼称 されてい る)が 相接 してい る地であ る。

また、西か ら西南部 にかけては、寄居町末野付近 を扇頂 として、洪積 世に形

成 され た荒川扇状地 である櫛挽台地が広がっている(第1図)。

こ うした地であ るため、現況で は麦畑あるいは水 田として利用 され てい る七

地 でもある。標 高は28.4rn前 後 である。

本遺跡 は、ま さに この両低地 の接す る位置 にあるため、両河川 の氾濫等 によっ

て砂 ・シル ト層が厚 く堆積 し、あるいは関東造盆地運動 による地盤 の沈降 もあっ

て、遺跡 の発 見が遅れ た原因 ともなっている。

さて、 こ うした土地 の性格上、まだまだ知 られていない例 が多数存在 するこ

とが予想 され るが、現時点 におけ る本遺跡 を とりま く歴史的環境 について、古

墳時代以 降につ いて、妻沼低地 ・熊谷低地 を中心 にみてい くこ ととす る。

地山 ≡≡≡≡ 丘 陵 台 地 [低 地

第1図 埼玉県の地形図
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遺跡の歴史的環境

(第2図)

古墳時代 に入 ると、前代 に形成 され た低地 帯での大規模な集落経 営が継続 さ

れ、増加 ・拡大 されて くるよ うになる。

前期 には、妻 沼低地 上 に横 間栗遺跡(38)を 初 め として、根絡遺跡(37)、

中耕地遺跡(47)、 中条遺跡群 内(3)の 雷電遺跡 、妻 沼町の弥藤吾新 田遺跡

(57)の 他、深谷市域 にも東川端遺跡 、明戸東遺跡(以 上2遺 跡、地 図上未掲

載)等 、比較的大規模 な集落が営まれる。また熊谷 低地上 でも、天神遺跡(8)

北島遺跡(9)、 天神東遺跡(11)、 東沢遺跡(12)等 、大規模 な集 落が営まれ

る。いずれも湧水地帯 に隣接す る地 であ り、後背湿地 を控 えた、初期稲作農業

に適 した地 である、 とい える。 これ らの遺跡 の うち、北島遺跡、東沢遺跡等 で

農具 が、雷電遺跡 では、剣 型等の滑石製模造 品 と共 に、S字 状 口縁 の台付甕 、

穿孔高杯 ・器台等 が出土 してい る。また、東川端遺跡、上敷免遺跡、行 田市小

敷 田遺跡(以 上3遺 跡、地 図上未掲載)で は、方形周溝墓群 が検 出 されてお り、

東川端遺跡2号 墓では、パ レスス タイルの大型壺 を伴 うことが確 認 されてい る。

中期 の遺跡 は、前期 の様相 を踏襲 してい るようであるが、点在す る傾向 にあ

り、不詳 な部分が多い。そんな中、妻沼低地 と熊谷低地の接 点地域 である中条

遺跡群 内の権現 山遺跡 で出現期 のカマ ドをもつ住居跡 が検出 され 、また常光院

東遺跡等 でも遺構 ・遺物 が検 出 され てい る。

後期 に至る と、台地上あ るいは低地 の 自然堤防上 とを問わず、遺跡数 は増大

し、その規模 も飛躍的 に拡大 して くる。 また、その後継続 して、奈良 ・平安時

代 まで集落 が営 まれ るれ る場 合が多い。櫛挽台地東縁部及 びそれ に接 す る熊谷

低地西端部では、樋 の上遺跡(21)、 下辻遺跡(20)を 中心 として、三尻 中学

遺跡、天王遺跡、上辻遺跡等(以 上3遺 跡 、地図上未掲 載)、 大規模 な遺跡 が

集 中す る様子 をみせ、拠点 となっていて可能性が伺 える。

妻沼低地 では、別府 ・奈良地域の拠 点 として、100軒 以上の住 居が検 出 され

てい る一本木 前遺跡(44)を 中心 とした、天神下遺跡(45)、 根 絡遺跡 等の各

遺跡 が確認 され てい る。 この うち一本木前遺跡 では、馬頭骨 ・滑石製模造 品 ・

土師器 ・須恵器 を中心 とした水辺出の土器祭祀 が検 出されてお り、注 目され る。

西側 にはこの後展 開 される、別 府条 里遺跡(43)が 広 がる。 さらには妻沼町域

において も、飯塚北遺跡(54)、 飯塚南遺跡(56)、 道 ケ谷戸遺跡(58)等 拠

点 となるべ く遺跡が確 認 され てい る。

熊谷低地 では、 中条 地域 の拠点 として、北島遺跡 が前期か ら規模 を拡 大して

展開 され てい る。周 囲には、光屋敷遺 跡(2)、 中島遺跡(7)、 諏訪 木遺跡

(15)等 、規模 の大 きな集落遺跡 がみ られ 、当地域随 の 規模 をみせ ている。東

側 には この後展 開 され る、中条条里東沢遺跡遺跡(12)が 広がる。この うち諏

訪木遺跡 では、平安時代 にかけて営々 と水辺祭祀が行 われ、馬頭骨 ・滑石製 臼

玉 ・腕輪 ・玉類 ・土師器 ・須恵器 さらには斎 串 ・人形 ・農 具等 の木製 品等が検

出されてい る。

この よ うに、律令制度 に組み込まれ る前段 階で、すで にその下地 が出来 ヒがっ

てい た様相が見て とれ るので ある。
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一方、 当地の古墳 も、妻沼低地 と熊谷低地 の境界線上 に出現 して くる。B種

横刷毛 の埴輪 を有 す る横塚 山古墳(50)を 嗜矢 とし、墓前祭祀を伴 う鎧塚古墳、

女塚1号 墳 をは じめ とした中条古墳群(A)へ と繋 がる。そ して埴輪祭祀の全

盛 を迎 え、各所 に古墳群 がみ られ るよ うにな る。その後、終末期 に至る と、荒

川 旧流路脇 に立地 し、蕨手刀 出土古墳やL円 ド方墳 である宮塚 古墳 を含 む広瀬

古墳群(E)、 櫛挽台地東北端部 に立地す る、小石 室を もつ在家古墳群(G)、

八角墳等多角形墳 を含む籠原裏 古墳群(H)等 に集約 されて くる。

こ うした終末期古墳の築 かれた櫛挽台地東北端部 では、8世 紀初頭 に創建 さ

れた とされ る西別 府廃寺(35)が 確認(9世 紀初頭 まで継続 され た とされ る)

され、一大拠点 を造 り出 していた と、考 え られてい る。奈 良時代か ら平安時代

初頭 に一大拠点 を成す別府の、北に大集落(一 本 木前遺跡 ・平安時代まで継続 ・

を中心 とす る)が 造営 され、 さらには条里 も展開 されていた とい う状況は、容

易 に うなずけ るものであ り、新奈 良川(荒 川古流路)を 挟んで東 に隣接す る 『奈

良』の地 もまた、 こうした…角 を成す もの と思われ る。

また、広瀬 古墳群 の所在地 は、武蔵 国府 か ら東 山道武蔵路 を北上 し、荒川渡

航直前 の地で あ り、別府 あるい は秩父 ・児玉方面へ の分岐点 であった と推定 さ

れ る。 そして、 この地 か ら北へ東 山道武蔵路 を約4km進 んだ地 に式 内社 ・奈良

神社(*)が 鎮座 しているのである。

こうした地 『奈良』 に奈 良東耕地遺跡 は所在 しているのであ る。

第2図 掲載遺跡一覧 ・周辺の主要遺跡

く熊谷市域>

1奈 良東耕地遺跡2光 屋敷遺跡3中 条遺跡群4赤 城遺跡5女 塚4号 墳6女 塚遺跡7

中島遺跡8天 神遺跡9北 島遺跡10田 谷遺跡11天 神東遺跡12東 沢遺跡13前 中西遺跡14

藤之宮遺跡15諏 訪木遺跡16平 戸遺跡17池 上遺跡18不 ニノ腰遺跡19黒 沢遺跡20下 辻遺跡

21樋 の上遺跡22東 遺跡23堂 西遺跡24籠 原裏遺跡25在 家遺跡26原 遺跡27水 押下遺跡

28新 ケ谷戸遺跡29稲 荷東遺跡30寺 東遺跡31別 府氏館跡32別 府城跡33西 別府館跡34西 方

遺跡35西 別府廃寺36西 別府祭祀遺跡37根 絡遺跡38横 間栗遺跡39関 下遺跡40石 田遺跡

41深 町遺跡42入 川遺跡43別 府条里遺跡44一 本木前遺跡45天 神下遺跡46土 用ケ谷戸遺跡

47中 耕地遺跡48西 通遺跡49東 通遺跡50横 塚山古墳A中 条古墳群B肥 塚古墳群C石 原古

墳群D坪 井古墳群E広 瀬古墳群F玉 井古墳群G在 家古墳群H籠 原裏古墳群1別 府古墳群

*奈 良神社

く深谷市域>

51城北遺跡52居 立遺跡53前 遺跡

く妻沼町域>

54飯塚北遺跡55飯 塚遺跡56飯 塚南遺跡57弥 藤吾新田遺跡58道 ケ谷戸遺跡59鵜 森入胎遺跡

60東城遺跡J飯 塚北古墳群
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法 発掘調査 は、試堀調査の結果 を受 けて、遺構確 認面の上位約1mの 土層 を重

機 によって削除 し、調査範囲全体 の北東隅 を基点 として、一辺5mの グリッ ド

を設定 した。 グ リッ ドは、北東隅をA-0と して、順 次南へB・C・D-… ・、

西へ1・2・3・ ・… ・と呼称 した。 この うち、C-8ポ イ ン トを国家座標X皿

20935.000、Y=-40750.000上 に合わせて設定 している。

調査区域 は、概ね南北A～Eグ リッ ド、東西1～8グ リッ ドの範囲に包 含さ

れ る。

その後、人力によって遺構確 認のための精査 を実施 し、確認 された各遺構 の

手掘 りでの掘 り下 げを行 った。途 中、検 出 され た土器等 の遺物 は、写真撮影 ・

測量 をした後、慎重 に取 り上 げ、収納 した。 また遺構に対 しても、掘 り下げ途

中で、必要 に応 じて、あるい は完掘 時に写真撮影 ・測量 を実施 した。

なお遺構 の測量 は、 グ リッ ド基本杭 を基準 として、水 糸に よる1mメ ッシュ

を設定す る簡 易遣 り方 の方法 を とった。

そ して、最後 に遺跡全体 の空 中写真撮影 を行 い、本調査 を完 了 した。

2検 出された遺構

(第4図)

検 出され た遺構 には、住居跡、土坑、溝 、 ピッ ト等がある。 また調査 区域中

央部 には、撹乱坑(現 地表面 か ら掘 り込 まれ たゴ ミ坑)が2ケ 所穿たれている。

住居跡 は、重複 す ることな く、調査範 囲全体 に分散 して、総数7基 が検出 さ

れている。 この うち1号 及 び7号 住居跡 は、一部 が調査区域外 に及 んでい る。

また2号 及 び4号 住居跡 は、北半部分が溝 によって切断 されている。

総数22基 が検 出 され た十坑 も、住居跡 同様、調査範囲全体 に分散 している。

溝 は、4条 検出 されているが、いずれ も調査 区北端 に集中重複 してお り、ほ

ぼ東 西行 してい る。

ピッ トは、41基 が検 出されてい るが、大部分が4号 住居跡 周辺 に集 中 して所

在 している。

3検 出された遺物 遺物 は、大部分 が住居跡 か ら検 出 され てお り、土師器、須恵 器、灰軸陶器、

緑紬陶器、鉄製 品、土錘、馬歯等 が見 られ る。

土師器 は、甕 が主体で あるが、 内黒処理 を施 した高台椀 も見られ る。

須恵器 は、大部分が高台杯(椀)で あるが、焼 きがあま く十師質 となってい

るものが多い。

灰紬陶器 は、杯、椀、皿、壼等 の器種が 見 られ る。 この中で5号 住居跡 出k

の高台杯(5号 住 ・Nα2)は 、完形で検 出 され ている。

緑紬陶器 は、3号 住居跡 か ら杯 の 口縁 が1片(3号 住 ・Nα1)検 出 されたの

みであ る。

鉄製晶は、比較的残存状況が良 く、紡錘 車、刀子、釘等 が検出 されている。

8
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4基 本土層

(第5図)

現地表面 の標高 は、28.400m前 後 を計 る。現況 は麦畑であ り、地表下65cmは

耕作 土 とな ってい る(1・2層)。 耕作 土下 には、浅間A火 山灰 を含む、厚 さ

10cmの 粘性に富んだシル ト質土層が堆積 している。酸化鉄 が縦筋 を成 し、 旧水

田耕 作土で あった様相 を呈 してい る(3層)。4層 は、3層 とほぼ同様 である

が、酸化鉄 がブ ロック状 に点在 し、旧水 田耕 作土の下面を成 していた もの とみ

られ る。また4層 は、厚 さ10cm程 で、溝 の基盤層 となってい る。

5層 ～10層 は、鈍 い黄色 もし くは黄褐色 を呈す る土層が相剋す る。上層ほ ど

シル ト質 が強 く、下層へ移 行す るに したが って粘性 が強 くなる。全体では、1

rn10cm程 の厚 さをもつ。 この うち特 に、5層 と6層 の 区別 が困難 であったが、

5層 中にわずか に砂が含 まれてい ることを根拠 として区別 した。 また、5層 は

住居跡群 の基盤層、6層 は住屠跡群 の覆土 の主体層 となっていたため、住居跡

の平面プ ランの確認 も困難であった。

11層 は、粘性 の強い灰 黄褐 色粘 土層 である。

12層 は、砂層で ある。厚 さ1m以 上の堆積 をす るもの と思われ るが、下面は

確認 されていない。

28,000m

27,000m

26,000m

VV__一

1

～
2

一 '3
-

4

5

6

-7

9

10

_8_

＼-

11

12

奈良 。東耕地遺跡基本土層

1耕 作土 。 しま りな し。

2耕 作土 。 しまり な し。

3黄 灰色(2.5Y5/1)旧 水田 十。 粘性 に富 ん だ シル ト質。 火 山灰 混 じる。

4黄 灰色(2.5Y5/1)土 。 シル ト質。 しま りに欠 け る。鉄 分が ブロ ッ ク状 に点 在。

5に ぶ い黄色(2,5Y6/4)上 。 シル ト質。 砂 が若 干混 じる。

6に ぶ い黄色(2.5Y6/4)シ ル ト。

7黄 褐色(2.5Y5/3)シ ル ト。 や や粘 性有 り。 砂 が若 ト混 じる。

8に ぶ い黄色(2.5Y6/3)土 。6層 よ り粘 性強 い。

9黄 褐色(2.5Y5/3)土 。7層 に近 い が、7層 よりや や粘 牲強 い。

10黄 褐 色(2.5Y5/4)粘 土 。9層 よ りやや 明 るい色 調。

11灰 黄褐 色(10YR5/2)粘 土。 粘性 強 い。

12砂 層

01m

ヒ=二====土=====ヨ 杜40

第5図 奈良東耕地遺跡基本土層図
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IV遺 構 と遺物

1 住居 跡 住居跡 は、重複す る ことな く、調査範 囲全体 に分 散して、総数7基 が検 出さ

れてい る。東 ・北 に所在す るものか ら順 次1号 住屠跡 、2号 住居跡、3号 住居

跡…… と呼称 した。 この うち1号 及び7号 住居跡 は、一部が調査 区域外 に及ん

でい る。また2号 及び4号 住居跡 は、北半部 分が溝 によって切断 されてい るこ

とは、前 に述べ た通 りで ある。

1号 住居跡

(第6図)

B-1グ リッ ドに位置 し、北辺部 分がA-1グ リッ ドに及ぶ。また東部分は、

調査区域外 に及 んでい る。 さらに中央部南側 は、試掘 トレンチによって掘 り抜

かれてい る。

このため、西辺 は4.30mを 計測できるものの、他 は計測不能であ り、全体 の

規模 ・形態 は不 明であるで あるといわ ざるを得 ない。 しか しなが ら、 酋辺の両

端の角度 による と、平面 は、方 形 を基本 としたもの と考え られ る。

主軸方位 は、N-100°-Eを 示す。

覆 土は、壁際 に暗灰 黄色 シル ト(7層)、 褐灰 色シル ト(6層)、 鈍い黄色土

(5層)、 鉄分 を多 く含 む灰黄褐色砂質土(4層)が 斜 めに、焼 土 ・炭化物 を僅

1号 住居跡t層

1に ぶい黄色(2,5Y6/4)ソ ル ト質土。

2に ぶい黄褐色(10YR5/3)砂 に近いシル ト質1。

砂が棍じる。

3黄 褐色(25Y5/3)砂 に近いソル ト質 土。嶢t・

炭化物が微量混 じる。

4灰 黄褐色(10YR5/2)砂 質土。ほとんと砂といっ

て もよい。 きめ細か く、鉄分を多く含む。

5に ぶい黄色(2,5Y6/3)帖 士質土。粘性強い。

6褐 灰色讐GOYR5/Dシ ル ト質土。砂が微量混 じる。

7暗 灰黄色(2.5Y5/2)シ ル ト質土。 しまりなし。

06』
m
1

2

　第6図1号 住居跡
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か に含 む黄褐 色 シル ト(3層)、 鈍 い黄褐色 シル ト(2層)、 鈍 い黄色 シル ト

(1層)が 水平 に堆積 してい る。

確 認 された3辺 の壁 は、 ほぼ 直線 を成 し、 乖直 に立 ち ヒがる。床面は、ほぼ

水平であ るが、西側 に1段 の窪み をもつ。

/

/

翁

/

.

＼
＼二7

1

第7図1号 住居跡遺物出土状況
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カマ ドは、調査 区域 内では検出 されていないが、他の住居跡 同様 、東壁 に設

置されていた もの と考 え られ る。

遺物は、住居跡 中央 か ら南壁中央部 にかけての床画 上、3層 中か ら集 中して

出土 してい る(第7図)。

1号 住居跡出土遺物

(第8図)

マ /
,

/

1は 土師器杯 である。上位1/3が 残存 し、推 定 口径13.3cmを 計 る。胎 十に

は黒色、赤色、 白色、片岩 それ ぞれ の粒 子、お よび小礫 を含み、マーブル状 を

呈す る。焼成 は普通で、櫨(5YR6/8)色 を呈す る。 口縁部 は横 ナデの後

外面 のみ横のナデが加 わる。体部外面は斜 めのナデが施 され る。

2は 須恵質 の高台椀 である。底 部付近 のみが残存 し、底径6,0cmを 計 る。胎

土 には、3～5㎜ 大 の礫 、お よび 白色、片岩 それ ぞれの粒子 を含 む。焼成 は悪

く、黒(10YR2/1)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕は不 明である。高

台 の付着は雑 である。

3は 灰紬の高台杯 であ る。底部 のみが残存 し、底径7.2c搬 を計 る。胎 十:は細

か く、 白色、黒色それぞれの粒 子を含む。焼成 は良 く、灰 白(10YR8/1)

色 を呈す る。 内面 は水拭 き、外 面は丁寧 な高台の付着 の後 回転のナデ。 一部に

煤 が付着す る。

4は 須恵器高台椀であ る。1/3が 残存 し、推定 「]径12.4cm、 高 さ5.5cm、 推

定底径52cmを 計 る。胎土 には、3～5mm大 の礫 、お よび黒色、 白色、片岩 そ

れ ぞれ の粒子 を含 む。焼成 は悪 く、灰 白(2.5Y8/1)色 を呈す る。表面が

剥離 し、整形痕 は不詳 であるが、 ロクロ整形 の後、ナ デが加 え られ ているよ う

である。高台の付着 は雑 である。内面に炭化物 が付着す る。

5は 須恵器杯 である。上位 ユ/3が 残存 し、推定n径 ユ3.1cmを 計 る。胎 士に

は黒色、 白色 それ ぞれの粒 子 を含 む。焼成は悪 く、褐灰(10YR6/1)色 を

＼_抵/2 ヒ 三上≡ゴ3

r＼

⑥

「
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、 ＼

くンコ ・

轡8
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5
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呈す る。 口縁部 は横ナ デの後横 のナデが加 わる。 内面 に炭化 物が付着す る。

6は 灰紬の壺 と思 われ る.底 部1/4の みが残存 し、推定底径10.4cmを 計 る。

胎土 は細 か く、黒色、白色 それ ぞれ の粒子 を含 む。焼成 は良 く、灰 白(N7/)

色 を呈す る。内外面共 回転 のナ デ。外面 は丁寧な高台 の付着の後 回転 のナデ。

内外面 の一部 に吸炭。

7は 鉄製 の紡錘車であ る。中途 で折れ 曲がっているものの、ほぼ完存 してお

り、全長 は30.3cmを 計 る。軸の上端は鈎状 を呈 し、弾車 の取 り付け部 に向けて

太 さを増す。断面は円形 を成す。弾東 はほぼ円形 を成 し、厚 さ0.5cm、 径5,6～

5.9cmを 計 る。軸 は、弾車の4cm下 で折れ曲がってお り、徐 々に太 さを減 じて

い る。 ・

8は 、鉄製の刀子である。全長 は18,1cmを 計 る。茎 には、木質が付着 してい

る。

9は 、鉄製 の刀子 である。全長 は13,2cmを 計る。

2号 住居跡

(第9図)

A-1か らA-2グ リッ ドに位置 し、北半部分 は4号 溝 によって削除 され て

い る。

この ため、南辺 は3.20mを 計測で きるものの、他 は計測不能であ り、全体 の

規模 ・形態 は不明であるである といわ ざるを得 ない。 しか しなが ら、西辺の両

端 の角度 によると、平 面は、方形 を基本 としたもの と考 えられ る。

主軸方位 は、N-80°-Eを 示す。

覆土 は、上層か ら灰黄褐色 シル トをブロック状 に多量 に含む鈍 い黄色 シル ト

(1層)、 砂 を混在す る暗灰黄色 シル ト(2層)、 鉄分 を多 く含み砂 をブロック

2号 住居跡土層

]に ぶい黄色(2.5Y6/4)シ ル ト質土。

灰黄褐色(10YR4/2)の ブロックが

多量に混 じる。

2暗 灰黄色(2,5Y5/2)シ ル ト質土。

やや粘性強い。砂が混 じる。

3に ぶい黄褐色(ユOYR4/3)粘 土に近

いシル ト質土。酸化鉄を多く含んだ砂が、

ブロック状に混入す る。

4に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質十。

5灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質 土。

6に ぶい黄掲色(10YR4/3)シ ル ト質1`。

やや粘性強い。

7黒 褐色(10YR3/2)シ ル ト質土。

6層 より粘牲強い。

8灰 黄褐色(聖OYR4/2)ン ル ト質1。

5層 に比べやや しまった感じ。軽石が混じる。

9に ぶい黄褐色(10YR4/3)粘t質1。

10暗 褐色(10YR3/3)粘 土質土。

炭が微量混 じる。

06
m

　第9図2号 住居跡
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2号 住居跡出土遺物

(第10図)

状 に混在す る鈍い黄褐色シル ト(3層)が 、ほぼ水

平 に堆積 している。

カマ ドは、調 査 区域 内で は検 出 されてい ない が、

他 の住居跡 同様、東壁 に設置 され ていたもの と考え

られ る。

壁 は、3辺 共 に丸み をもち、僅 か に緩斜面 を成す。

床 面は、ほぼ水平で ある。

遺物 は、覆土 中か ら出土 している。

籍

蝦

磯

1は 土師質 の高台椀であ る。底部付近 のみが残存

し、底径6。6cmを 計 る。胎 土 には 白色、赤 色、黒色

それ ぞれ の粒子 、お よび小礫 を含 む。焼成 は悪 く、

灰 褐(7.5YR5/2)色 を呈す る。体部 内外面 は

横 のナデが施 され る。底 部は内面 に押圧 のナデ、外

面は糸切 の後付 け高台。後周辺部ナデ付 け。内外面

共吸炭 している。

2は 須恵器椀 である。1/3が 残存 し、推定 口径

13.8cm、 高 さ5.1cm、 推定底径5,8cmを 計 る。胎 土に

は、2㎜ 大 の礫、お よび黒色 、赤色、 白色、片岩 そ

れぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、鈍 い黄禮(10Y

R7/2)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕 は不

詳であ るが、糸切痕のみ明瞭に観察 できる。高台の

有無は不明である。

3は 鉄製 の刀子 である。残存長7.5cmを 計 る。

1

z
窮 誌

0
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3
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第10図2号 住居跡

出土遺物

3号 住居跡

(第11図)

D-2ポ イン トを中心 に、C-1・2、D-1・2グ リッ ドに位 置 している。

中央部分は試掘 トレンチ によって削除されてい る。

北辺は5.10m、 西辺 は4.70m、 南辺 は4.70m、 東辺は4.95mを 計測 し、平

面形は、ほぼ方形 を呈す る。

主軸方位 は、N-92°-Eを 示す。

覆土 は、上層 か ら、砂 をブ ロック状 に多量 に含 む鈍 い黄燈色 土(2層)、 砂

をブロック状 に多量 に含む黄櫨色 シル ト(4層)で あ り、2層 の上面に鉄分 を

含む灰 白色土(1層)、4層 の上面 に鉄分 を含む鈍い黄櫨色土(3層)が レン

ズ状 に堆積す る部分 もみ られ る。

壁は、南辺 が蛇行す るものの、他 は直線 を成 し、ほぼ垂 直に立 ち上が る。カ

マ ドと北東隅の間は、東 に張 り出 し、床面 よ り1段 高 くなる。 また この張 り出

しは、使用 され たカマ ドの奥部 ではカマ ドの形態 をとってい る。

床面は、ほぼ水平で ある。

カマ ドは、東壁 中央 よ りやや北 寄 りに設置 され てい る(第12図)。 床面 より

1段 低 く燃焼 が広 がる。燃焼部 は、分銅型 を呈 し、主軸線 上で83cmの 長 さをも
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3号 住居跡圭層

1灰 白色(5Y8/2)上 。鉄分を含む。

2黄 橿色qOYR7/8)士:。 ブqッ ク状の砂粒を多量含む。

3に ぶ い黄橿色(10YR7/2)t。 鉄分を多く含む。

4黄 榿色(10YR7/8)シ ル ト質土。砂粒を多量含む。基本的に2層 と同質。

5褐 灰色(10YR4/1)シ ル ト質上。砂粒(多 量)、 焼1.粒 、炭化物(微 量)

混人。粘性強 く、カマ ド袖部の残骸の可能性。

6明 黄褐色(2.5YR6/8)シ ル ト質i,。 砂粒、褐灰色(5YR6/ユ)粘 土

(多量)、 嶢i:微 小ブロック(少 量)混 入。粘性強い。 カマ ド天井崩落土層。

7極 暗赤褐色(2.5YR2/2)シ ル ト質 十。砂粒、焼 十粒、炭化物(多 量)

混入。 しまり悪い。カマ ド天力崩落 ヒ層。

8暗 赤灰色(2.5YR3/1)粘 土質土。砂粒(多 量)、 焼土微小ブロック

(中量)混 人。カマ ド天井崩落土魍。

9暗 赤灰色(2,5YR3/1)粘 土質土。嶢土微小ブロック(多 量)、 炭化物

(少量)混 入。カマ ド天井崩落土層。

10に ぶい黄色(2,5Y6/3)土 。嶢土粒、炭化物(中 量)混 入。やや しまり

悪い。カマ ド燃焼部火床。

H黒 褐色(2.5Y3/2)土 。焼土微小ブロック、嶢土粒 、炭化物(超 多量)

混入。カマ ド燃焼部 火床。

ユ2黒 褐色(2.5Y3/2)土 。藷本的にll層 と同質だが、カマ ド袖部分の褐灰

色(5YR6/1)粘 土が多量流入している。

第11図3号 住居跡及び遺物出土状況

3号 住居跡出土遺物

(第13図)

つ 。括れ部か ら床面方 は燃 え津が分布 し、奥部 は火床 を成 してい る。火床奥は

段 をもち、煙道へ繋が る。煙道 は、奥 に向け手徐 々に降下 し奥壁 に達す る.全

体 長は、1.90mを 計 る.

遺物 は、カマ ド内及 びカマ ド左脇床面.hを 中心 に出土 してい る.

1は 緑紬の杯 と思われる。 口縁付近のみが残存 し、推 定 口径12.Ocmを 計 る.

胎 土は細粒 であ り、焼成 は良 く、暗 オ リー ブ(7.5Y4/3)色 を呈す る。内

外面共細 かい貫入 がみ られ る。

2は 灰紬高台椀で ある。下位1/3が 残存 し、推定底径8.Ocmを 計 る.胎 土

は細粒で あ り、 白色 、黒色、赤色それぞれ の細粒 子を含む.焼 成 は良 く、灰 白

(N8/)色 を呈す る。体部 は、全 面 にロクロ整形が施 され る.底 面 は糸切
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m

　第12図3号 住居跡カマ ド

後、付 け高台の周辺部回転

ナデ を加 える。内外面 共目

縁部か ら中位 にか けて施軸

されてい るよ うであ る。内

面の一・部 に炭化 物が付着 し

てい る。

3は 土師器内黒の高台椀

であ る。全体 の1/3が 残

存 し、推定 口径14.6cm、 高

さ7.2cm、 推定底径8.2cmを

計 る。胎圭は細粒 であるが、

赤色 、黒色 、白色 、及び片

岩 それ ぞれ の粒 子を多 く含

む。内面 は、横方 向を主体

とした丁寧 な ミガキと共に

黒色処理 されてい る。外面

は、櫨(5YR7/8)色

を呈し、表 面は剥離 してい

る もの の、付 け高 台の後 、

底部全面 にナデ を加 えている。 また 口縁部 は横ナデ を施 している。

4は 土師器甕 であ る。全体 の2/3が 残存 し、 口径21.4cm、 推定高25。6cm、

底径2,0cmを 計 る。胎 土には、黒色 、 白色、片岩、及び赤色それ ぞれ の粒 子を

多 く含み、鈍 い機(7YR7/4)色 を呈す る。 口縁部 は横 のナデ、n唇 部は

横ナデを施 している。胴部外面 は上位か ら、横 ・斜 め ・縦 ・斜 めの各方向で全面

ケズ リが施 されてお り、全体の1/2に 煤が付着 してい る。胴部 内面は、全面に

横 のナデが加 え られ てお り、一ド半部 には炭化物 、上 半部 には煤 が付着 してい る。

珊
.

嫁
撫
憲
薗

＼e

並 4

第13図3号 住居跡出土遺物
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二 次加熱 を受 けてい る。

5は 土師器甕で ある。上位のみ1/4が 残存 し、推定 口径22.2cmを 計 る。胎

土には、 白色、黒色、片岩、 それ ぞれ の粒 子を多 く含み、機(5YR6/8)

色 を呈す る。 口縁部は横 ナデ、胴部外 面は横のケズ リ、 内面 は木 口状 工具全 に

よる横 のナ デが施 されてい る。二 次加熱 を受 けている。

6は 鉄製 の角釘で ある。残存長5。1cmを 計 る。

7は 鉄製 の角釘 である。残存長7。8cmを 計 る。

-

ー

へ
†

4号 住居跡土層

1灰 黄色(2.5Y6/2)シ ル ト質 土。 しまりよい。

2灰 黄褐色(10YR5/2)シ ル ト質土。酸化鉄のブロックが多 く混 じる。

圭層より粘性強い。

3に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質士。砂が多騒に混入する。

諺
OL=27 .500m 2r

6。

第14図4号 住居跡
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4号 住居跡

(第14図)

4号 住居跡出土遺物

(第15図)

B-4ポ イ ン トを中心に、A-3・4、B-3・4グ リッ ドにかけて位置 し、

北辺部分の上面は、3号 及 び4号 溝 によって削除されている。

壁 は、南辺以外 ほぼ直線 を呈 し、僅 かに緩斜面 をもって立 ち上が る。北辺は

やや蛇行す るもののほぼ直線 を成 し5.90m、 西辺 はほぼ直線 を成 し4,50n1、 南

辺 は大 き く蛇行 し5.90m、 東辺 はほぼ直線 を成 し4,04rnを 計る。形態は、東 西

方向 に長軸 をもつ長方形 を呈する といえる。

主軸方位 は、N-90°-Eを 示す。

覆 土は、上層か ら灰 黄色 シル ト(1層)、 酸化 鉄分 を多 く含む灰 黄褐色 シル

ト(2層)、 砂 を多 く含 む鈍 い黄褐色 シル ト(3層)が 、ほぼ水 平 に堆 積 して

いる。

カマ ドは、検 出 され ていない。東壁やや北寄 り

に僅 か に焼 土化 した部 分が認 め られ精査 したが、

遺構 として成 り立つ ものではなかった。

床 面は、ほぼ水平で ある。

遺物は、覆土 中か ら小片が僅 かに出土 したのみ

で ある。

1は 須恵器の杯 であ る。口縁付近 のみが残存 し、

推定 口径14.4cmを 計 る。胎土 には黒色、白色、赤

色、 それ ぞれの粒子 を含 む。焼成 はあま く、灰 白

(10YR8/2)色 を呈す る。 ロク ロ整形が施 さ

れ る。

2は 灰紬 の壼で ある。 口縁付近の みが残存 し、

推定 口径12。8cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、黒色、

白色、それ ぞれ の粒 子 を含む。焼成 は良 く、灰 白

(2.5Y7/1)色 を呈す る。ロクロ整形が施 され、

内外面 に紬 がかか る。

3は 土錘 である。長 さ3.2c搬 、最大 径0.9cm、

孔径0.2～0.3cmを 計 る。

ミ

∵

o
◎3

ノ

γ

-

/

σ
、

010㎝
ヒ 主===こ=ヨ1.4

第15図4号 住居跡

出土遺物

5号 住居跡

(第16図)

大部分が、C-4、D-4グ リッ ドにかけて位 置 し、西辺部分 はC-5、D

-5グ リッ ドに及 んでい る。

本住居跡 は、新 旧2時 期 に重 な り、旧住居跡 が半ばまで埋没 した後、 旧住居

跡 を四方 に拡張 した形で新 住居跡 が構築 されてい る。そのため、カマ ドの位置

が新 旧で一致 してお り、主軸方位 もまたN-96°-Eで 一致す る。

旧住居跡 に、やや砂 の混 ざる鈍 い黄褐色 シル ト(/9層)、 炭化物 の僅 かに混

ざる鈍 い黄褐色シル ト(17層)が 覆土 として堆積 した後、 旧住居跡 の中段 を床

面 として新住居跡 を拡 張構築 してい る。新住居跡 には、黒褐色 シル ト(4層)、

鈍 い黄褐 色シル ト(2層)、 鉄分 を多 く含 む鈍 い黄褐色 シル ト(1層)が 堆積

している。
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旧住居跡 壁 は、東辺以外 ほぼ直線 を呈 し、僅かに緩斜 をもって立ち上がる。北辺 はほ

ぼ直線 を成 し、北東 隅に丸 みをもち3.20m、 西辺 はほぼ直線 を成 し4.25m、 南

、＼

1

一

1
～

0 L=2了.500m

5号 住居跡土層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

ユ2

13

にぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質i二。鉄分を多 く盒む。

にぶい黄褐魚(10YR4/3)シ ル ト質L。1層 よりやや砂 っぽい。

鉄分が混 じる。

灰黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質1二。やや粘性強い。

黒褐色(10YR3/2)シ ル ト質⊥。.ヒ層の1二に比べ、やや砂 っぽい。

炭化物が蓉干混じる。

暗灰黄色(2,5Y4/2)シ ル ト質歪:。ややしまりにかける。

にぶい黄色(2,5Y6/4)シ ル ト質土。比較的 しまっている。

褐色(10YR4/4)粘 土に近いシル ト質土。焼土が所々に混 じる。

暗灰黄色(2,5Y5/2)シ ル ト質七。砂が混 じる。

灰黄褐色(10YR4/2)粘 土に近 いシル ト質土。

黒褐色(10YR3/1)粘 土質土。境土 。灰が点々と混入する。

嶢土層。

灰黄褐色(玉OYR4/2)シ ル ト質土。灰が多 く混 じる。

灰黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。12層 に比べ、やや粘性強い。

14

15

16

17

18

19

20

2茎

22

23

2弓

25

26

27

灰黄褐色(10YR5/2)シ ル ト質土。灰が大半を占める。

暗灰黄色(2.5Y5/2)シ ル ト質土。灰が混 じる。

にぶい黄褐色(ユOYR5/3)粘 ま二に近いシル ト質L。

にぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質 卜。炭化物が微鼠混 じる。

にぶい黄褐色(】OYR5/3)L。 炭化物が集中。焼・1:も多 く見られる。

にぶい黄褐色(10YR5〆3)シ ル ト質上。やや砂 っぽい。砂が混 じる。

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘 土に近い シル ト質土。炭化物が多量に

混 じり、その中に嶢土も混 じる。

暗褐色(fOYR3/3)粘 土に近いシル ト質土。20層 より粘牲強い。

炭化物が多量に混 じる。灰 も微量混 じる。

嶢土ブロック。

灰黄褐色(10YR5/2)シ ル ト質土。炭 ・焼土が多量 に混 じる。

にぶい黄色(2.5Y6/3)砂 質t。 酸化鉄が多 く混 じる。

嶢土 ・炭化物が微量混 じる。

にぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト質土。灰が微量混 じる。

灰黄褐色(10YR4/2)砂 に近いシル ト質土。焼土 ・炭化物が微量

混 じる。

灰黄褐色(10YR5/2)砂 質土。灰 ・砂が混 じり合 っている。

第16図 5号 住居跡
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辺 もほぼ直線 を成 し2.90rn、 東辺 はやや脹 らみ をもち4.40mを 計 る。形態 は、

東西方向 に短軸 をもつ長方形 を呈す るものであるが、東南隅か らカマ ドまでの

間が、一段内側 に入 る。

カマ ドは、東壁 南寄 りに設置 されてい る。両袖 が竪穴内 に位置す る。燃焼部

は幅20cmと 狭 い。奥 に向けて傾斜 し、奥行 きは70cmを 計 る。奥壁 は45°の傾斜

をもって立 ち上が る。煙道部 は、幅12cm、 長 さ40cmを 計 り、緩やかな傾斜 で、

底面 は直線 を成す。奥壁 は70°の傾斜 をもって立 ち上が る。

床面は、ほぼ水平 であるが、何 らかの施設 は確認 されていない。

遺物は、覆土 中か ら小片が僅 かに出土 したのみであ る。

新住居跡 壁 は、東辺以外 ほぼ直線 を呈 し、僅 かに緩斜面 をもって立 ち上が る。北辺 は

ほぼ直線 を成 し、北東隅 に丸み をもち3.60m、 西辺 はほぼ直線 を成 し4.70rn、

南辺 もほぼ直線 を成 し3.20m、 東辺 はやや脹 らみ をもち4.80rnを 計 る。形態

は、 旧住居跡 同様、東 西方 向に短軸 をもつ長 方形 を呈す るものであ り、東南隅

か らカマ ドまでの問が、一段 内側 に入 るものである。

カマ ドは、東壁 南寄 りに設 置 されてい る。両袖 が竪穴内 に位 置す る。燃焼部

は幅42cmあ り、手前が僅 かに窪 むもののほぼ水平 で、奥行 きは65cmを 計 る。奥

壁 はほぼ垂直 に立ち上 がる。煙道部 は、幅30cm、 長 さ90cn1を 計 り、底面 はほぼ

水平 である。奥壁 は70°の傾斜 をもって立ち上 がる。

床面 は、 ほぼ水平 であるが、何 らかの施設 は確認 されていない。

遺物 は、炭化物 を含む黒褐色シル ト(4層)中 か ら出土 してい る(第 ユ7図)。

5号 住居跡出土遺物

(新住居跡 ・第18図)

1は 灰 紬の椀 である。上位 のみ1/3が 残存 し、推定 口径13,4cmを 計 る。胎

土 には黒色、白色 それ ぞれの粒子 を含む。焼成 は良 く、全体 にオ リー ブ灰(10

Y6/2)色 の紬 がか かる。 ロクロ整形 が施 され る。

2は 灰紬 の椀 である。完形であ り、口径15.5cm、 高 さ5.2cm、 底径7。Ocmを 計

る。胎 土はやや粗 く、黒色、 白色 、それ ぞれの粒子 を含 む。焼成 は良 く、褐灰

(10YR6/1)色 を呈す る。 口縁部 に紬がかか る。全面に回転 の水拭 が施 さ

れ る。全体 にやや歪み をもつ。

3は 灰粕 の皿 である。1/4が 残存 し、推定 口径13.7cm、 高 さ2.5cm、 底径

6,4cmを 計 る。胎土はやや粗 く、黒色の粒子 を多 く含む。焼成 は良 く、灰 白(N

7/)色 を呈す る。 口縁部 に紬 がかか る。全面に雑 なナデが加 えられ る。糸

切 の後高台が付着 され るが、雑 である。高台周辺 に窯津が付着 している。

4は 灰紬の椀 と思われ る。底部付近のみが残存 し、推定底径7,0clnを 計 る。胎

土は非常 に細か く、 白色 、黒色 それ ぞれの粒子 を含 む。焼成は非常 に良 く、灰

白(2.5YR7/1)色 を呈す る。 口縁部 に軸 がかかっていた と思 われ る。丁

寧 な ロクロ整形が施 され る。

5は 須恵器 の杯で ある。底部付近のみが残存 し、推定底径4.6cmを 計 る。胎

土 はやや粗 く、黒色 、 白色、片岩それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、灰(N

6/)色 を呈する。体部 は内外面共に雑 なナデが施 され る。底面 は、糸切の
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第算図5号 住居跡遺物出土状況 1二30
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ままである。 内面 の一部 に炭化物 が付着 してい る。

6は 土師質 の杯 である。上位 の3/4が 残存 し、 口径12.2c皿 を計 る。胎 一Lは

やや粗 く、白色、片岩 それ ぞれ の粒子及び小礫 を含む。焼成 は悪 く、灰 白(10

YR8/2)色 を呈す る。 ロクロ整形 が施 され る。 口唇部 内外面の一部及 び底

部付近外 面に吸炭 してい る。

7は 土師質 の杯 である。全体 の4/5が 残存 し、口径12.Ocm、 高 さ3.4cm、 底

径5.9cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、赤色、片岩、黒色、 白色それぞれの粒子 を

含む。焼成 は悪 く、鈍い機(5YR7/4)色 を呈す る。 ロクロ整形が施 され

る。底 面は、糸切 のままであ る。二 次加熱 を受 け、外 面に煤 が付着 してい る。

8は 土師質 の杯 である。全体 の2/3が 残存 し、口径11.Ocm、 高 さ3.6cm、 底

径5。80cmを 計 る。胎土 はやや粗 くマーブル状 を呈し、黒色、赤色、白色、片岩

それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、浅黄燈(10YR8/4)色 を呈す る。 ロ

クロ整形 が施 され る。底面は、糸切 のままである。二 次加熱 を受 けてい る。

9は 土師質の杯 である。 口縁の一一部が欠け るのみで、 口径12.7cm、 高 さ4.1

cm、 底径6。3cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、赤色、黒色、 白色、片岩 それぞれ の

粒 子 を含む。焼成 は悪 く、浅黄燈(7.5YR8/6)色 を呈す る。 ロクロ整形

が施 され る。底面 は、糸切 のままである。二次加 熱 を受け、外面の一部に炭化

物が付着 し、内面 の一部が吸炭 している。

10は 土師質の杯 である。口縁 の1/2が 欠 けるが、口径12。2cm、 高 さ3.6cm、

底径5,6cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、黒色 、片岩、 白色、赤色それぞれの粒子

を含む。焼成 は悪 く、鈍 い黄櫨(10YR7/3)色 を呈す る。ロク ロ整形の後、

ナデが施 されている。底面 は、糸切 のままである。 口縁部以外 内外面共 に吸炭

してい る。

11は 土師質の杯 である。口縁 の1/2が 欠 けるが、口径12。1cm、 高 さ3.3cm、

底径5.8cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、赤色 、黒色、片岩、黒色、 白色それぞれ

の粒子 を含む。焼成 は悪 く、鈍 い黄櫨(10YR7/3)色 を呈す る。 ロクロ整

形 が施 され る。底面 は、糸切のままである。底部か ら口縁 の一部 にか けて、内

外面共 に吸炭 している。

12は 土師質 の杯 である。底部付近のみが残存 し、底径5.3cmを 計 る。胎±は

やや粗 く、黒 色、片岩、 白色 それ ぞれの粒 子 を含 む。焼成 は悪 く、赤櫨(10R

6/6)色 を呈す る。 ロク ロ整形が施 される。底面 は、糸切 のままである。二

次加熱 を受 け、内面に炭化物、外面 に煤 が付着 してい る。

13は 土師質の杯 である。底部付近のみが残存 し、底径5.4cmを 計 る。胎±は

やや粗 く、赤色 、黒色、白色それ ぞれ の粒 子を含む。焼成 は悪 く、浅黄機(7.5

YR8/4)色 を呈す る。底面 は、糸切 のままである。二次加熱 を受 け、 内面

に炭化物、外 面 に煤 が付着 してい る。

14は 土師質の高台椀 である。底部付近のみ1/3が 残存 し、推定底径6。4cm

を計 る。胎土 はやや粗 く、赤色、 白色、黒色、片岩 それぞれの粒子 を含む。焼

成 は悪 く気泡 が入 り、禮(2.5YR7/8)色 を呈す る。表面 が剥離 し、整形

痕 は不詳で ある。二次加熱 を受 け、内面は強 く、外面 も一部吸炭 している。
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15は 土師質の高台椀 である。底部付近 のみ1/2が 残存 し、推定底径6 ,2cm

を計 る.胎 土 はやや 粗 く、黒色、赤色、 白色、片岩 それぞれの粒子 を含 む。焼

成 は悪 く気泡 が入 り、 明赤褐(2.5YR5/6)色 を呈す る。 ロク ロ整形が施

され、底 面は糸切 の後高台 が付 け られている。二次加熱 を受け、内外面共一部

吸炭 してい る。

16は 土師質 の杯 である。底 部付近のみ1/2が 残存 し、推定底 径5 ,7cmを 計
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る。胎土 はやや粗 く、 白色、片岩 それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、鈍い機

(7.5YR7/4)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕 は不詳であ るが、底面は

糸切 のみ確認で きる。

17は 土師質の杯 である。底部付近 のみ1/2が 残存 し、推定底 径6.2cmを 計

る。胎土 はやや粗 く、黒色、赤色、 白色、片岩 それ ぞれの粒子 を含む。焼成 は

悪 く、鈍 い櫨(7.5YR7/4)色 を呈す る。表面が剥離 し、整 形痕は不詳 で

あるが、底面は糸切 のみ確認 できる。二次加熱 を受 けている。

18は 土師質 の杯 である。底部付近のみ1/2が 残存 し、推定底径4.5cmを 計

る。胎 土はやや粗 く、白色、黒色 それ ぞれの粒子及 び小礫 を含 む。焼成は悪 く、

灰黄褐(10YR4/2)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕 は不詳で ある。全

面 に吸炭 してい る。

19は 土師質 の高台椀 と思われ る。底部のみ1/4が 残存 し、推 定底径6。4cm

を計 る。胎 土は細 か く、黒色、赤色、片岩 、白色それぞれ の粒子 を含む。焼成

は良 く、禮(5YR7/6)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕は不詳 である。

二次加熱 を受 け、脆 くなってい る。

20は 鉄製 の角釘 である。残存長2.2cmを 計 る。

21は 鉄製 の角釘 である。2分 され ているが、出土状況か ら同一物 とした。残

存長 はそれぞれ、4.Ocmと3.2cmを 計 る。

22は 鉄製 の角釘 である。残存長2.7cmを 計 る。

6号 住居跡

(第19図)

D-7ポ イ ン ト付近 を中心 に、C-6・7、D-6・7グ リッ ドにかけて位

置す る。

壁 はほぼ直線 を呈 し、僅か に傾斜 をもつもののほぼ垂直 に立 ち上が る。北辺

は3.60m、 西辺 は4.95m、 南辺は4.25m、 東辺 は5.42rnを 計 る。形態 は、北

西隅が直角 とな らず、南北 に長 軸 をもつ長方形 を基本 としなが ら、台形 を呈す

るもの とい える。

主軸方位 は、N-101°-Eを 示す。

覆土 は、焼 土が僅 かに含 まれ る灰黄褐色 シル ト(1層)が 確認 されたのみで

ある。

床面 は、カマ ド周辺か ら中央部は水平 であ り安定す るものの、周辺部 では凹

凸 があ り、安定 しない。

カマ ドは、東壁 中央僅か に南寄 りに検 出 されてい る。袖 は竪穴 内に張 り出 さ

ず、燃焼部 は、前面幅80cm、 奥面幅32cm、 奥行 き32cmで 、壁外 に八字状 に作 り

出されてい る。壁 は、垂直 に造 り出 され ている。燃焼部 中央 には石製の支脚 が

立 て られ、支脚 の前面 は水平であ り、焼 土層(5層)及 び灰層(6層)が 堆積

してい る。また支脚 の後面 は徐 々 に傾斜 をもち、灰混在 層(2・4層)が 堆積

してい る。煙道 は、天井部 の残存状況が良 く、底面が水 平で幅22cm、 高 さは15

cmで 断面が蒲鉾型 を呈す るものであった。煙出 しは幅 を狭 め、煙道か ら弓状 に

立 ち上が る。煙道 か ら煙 出しまで114cmを 計 る。(第20図)

遺物 は、覆 土中か ら須恵器高台椀 片が僅 かに出土 したのみである。
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第19図6号 住居跡

6号 住居跡出土遺物

(第21図)

1は 須恵器高台椀で ある。1/3が 残存 し、推定 口径14.7cm、 高 さ5.Ocm、 推

定底径6.Ocmを 計 る。胎 土 には、白色粒子及 び小礫 を含む。焼成 は悪 く、灰(N

4/)色 を呈す る。 ロクロ整形 の後、ナデが施 されている。底面 は、糸切 の

後高台 を付け、丁寧 に横ナデ を加 えている。
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第20図6号 住居跡力マ ド

7号 住居跡

(第22図)

B-8ポ イ ン ト付近 を中心 に、A-7・8、B-7・8グ リッ ドにか けて位

置 し、西半部分は、調査 区域外 に及んでいる。

このため、確 認 され た壁 は、東 辺 と北 ・南辺 の一部のみであ り、全体の規模

は不 明 といわ ざるを得 ない。東辺 は3.52rnを 計 り、壁 は直線 を成 さない ものの、

ほぼ垂直 に立ち上がる。また東辺 は、北 ・南辺 とは直交せず、 中で も北東 隅で

は円弧 を描いて張 り出 した形 を呈 してお り、形態 も不詳 である。一応、長 方形

を基本 とした もの と考 え られ る。

主軸方位 は、N-109°-Eを 示す。

覆土 は最下層か ら、灰黄色粘土 ブロックを主体 に鈍い黄色粘土細粒及び炭化

材粒 が霜 降 り状 に混在 す る層(8層)、 灰黄色粘 土(砂 分 多)を 主体 に少 量の

黄褐色粘 土及 び炭化材粒 を混在 す る層(5層)、 鈍 い黄色粘 土(シ ル ト化)を

主体 に灰 黄色粘 土細粒及 び炭化材粒 を混在す る層(2層)、 黄褐色粘 土(砂 分

多)を 主体 に灰 黄色粘 土 ・灰及び炭化材粒 を霜降 り状 に混在す る層(1層)を

基本 とす る。最下層の8層 を挟んで、灰 ・焼土 をほぼ同量混在す る層(6層)、

灰 を主体 に焼土 を混在す る層(7層)が 、特 にカマ ド前で多 くみ られ る。 また

2層 と1層 の問 に、灰黄色粘土(砂 分多)を 主体 に黄褐 色粘 土及 び炭化材粒 を

混在 す る層(4層)、 灰 ・炭化材粒 ・焼 土塊 を混在 する層(3層)を レンズ状

に挟 む部分 もある。総 じて投入土の様相 を呈 してい る。

床 面 は、カマ ド全面か ら東南隅 にか けて、不整形 の2段 の落 ち込 みが あ り、

最深部 では床面か ら20cmの 深 さを計 る。覆 土は灰層(11層)の 上面 に6層 もし

くは7層 が堆積 してい る。他 の床面 は安定 し、ほぼ水平 を成 す。
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カマ ドは、東壁 の南隅寄 りに、良い残存状況 で検出 されている。袖 は竪穴内

に張 り出 していない。燃焼 部は、前 面幅75cm、 奥面幅54cm、 奥行 き48cmで 、…一

部 が竪穴内に位置す るものの大部分が竪穴外 に造 り出 され ている。壁 は、両側

面 ・奥面共に強 固に焼土化 し、北側 は矩形、南側 はやや波 を打 って前面か ら奥

面 に移行 し、全体 で台形状 を呈 している。底面 は中央部が窪み、煙道部 に向け

て直線的 に上昇す る。煙道 は、燃焼 部の右壁(南 壁)に 沿 って造 られ てお り、

特 に天井部 の残存状況が良好であった。燃焼部 との接点 で幅27cmを 計 り、規模

を減ず ることな く煙 出しまで連続 する。高 さは、燃焼部 との接点で15cmを 計 る。

底面は緩 い弓状 の窪み をもって、煙 出しまで連続す るが、天井部 もまた緩 い弓

状の窪みをもって連続す る。要するに断面形 もまた、緩 い弓状の窪み をもって

規模 を減ず るこ とな く、煙 出 しまで連続す るものである。断面形 は各辺 がやや

丸味 をもつ隅丸方形 を呈す る。煙道 か ら煙 出し奥壁 まで108cmを 計 る。煙出 し

は、1辺22～23cmの 隅丸方形 を呈す る。奥壁 はほぼ垂直に立ち上が ってい る。

ま た四壁 は吸炭 し、濃い小豆色 に変色 してい る。(第22・ 第23図)

遺物 は、カマ ド内、前、脇 の落 ち込み 内を中心 に、灰 ・焼土 をほぼ同量混在す

る層(6層)、 灰 を主体 に焼土 を混在す る層(7層)、 灰 層(11層)中 よ り出土

してい る。他 の土層 中か らはまった く出土 してお らず、特異な出土状況 を呈 し

てい るものである(第23図)。

7号 住居跡土層

1黄 褐色(2,5Y5/4)粘 ヒ(砂 分多)に 灰黄色

(2.5Y7/2)粘 土・灰 ・炭化材粒が霜降 り状

に混在。

2に ぶい黄色(2。5Y6/3)粘 土(シ ル ト化)1こ

灰黄色(2,5Y7/2)粘 ±細粒 。炭化材粒を混在。

3灰 ・炭化材 ・焼土塊粒混在層。

4灰 黄色(2,5Y7/2)粘 上(砂 分多)を 丁体 に

黄褐色(2,5Y5/々)粘 土 ・炭化材粒を混在。

54層 とほぼ同一 であるが、黄褐色(2 .5Y5/4)

粘土分が少な く、全体 に明るい。

6灰 ・焼土塊混在層。

7灰 がほとんどを占める。

82層 と同じ構成であるが、灰黄色(2 .5Y7/2)

粘土ブロックが主体 となり、全体 に明るい。

92層 と同じ構成であるが、炭化材粒 。吸炭 ブロックを

含む。

102層 と同 じ構成であるが、吸炭ブ ロックを含む。炭化

材粒 は含まない。

U灰 層。

第22図7号 住居跡
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7号 住居跡出土遺物

(第24・ 第25図)

1は 須恵器 の杯 である。1/2が 残存 し、推定 口径12。6cm、 高 さ4。Ocm、 底

径6.4を 計 る。胎 土 には黒色、 白色、片岩 それぞれの粒子 を含 む。焼成 は悪 く、

灰 白(N7/)色 を呈す る。外 面の底部か ら11縁 にかけての1/2は 灰(N

6/)色 を呈す る。 ロクロ整形 が施 され る。 口縁部 は横ナデが加 えられ、内

面 に段 をもつ。底面 は、糸切 のままである。

2は 土師質の杯 である。 ユ/4が 残存 し、推定1-1径13.5cm、 高 さ4.Ocm、 底

径7.3cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、片岩、 白色、黒色、赤色それぞれの粒子及

び礫 を含む。焼成 は悪 く気泡が入 り、明黄褐(10YR6/4)色 を呈す る。 口

縁部 に紬がかか る。全面 にナデが施 され る。全体 にやや 歪みをもつ。全面に吸

炭 してい る。

3は 土師質の椀 である。L位 のみ1/4が 残 存 し、推定 口径12.2cmを 計る。

胎土 はやや粗 く、礫及 び黒色、赤色、片岩 、 白色 それ ぞれの粒子 を含む。焼成

は悪 く、 明赤褐(5YR5/6)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕 は不詳で

あ る。二次加熱 を受け、全面 に吸炭 してい る。

4は 土師質の椀で ある。1/4が 残存 し、推定 口径15.6cm、 高 さ4.8臓 、底

径aOcmを 計 る。胎土 はやや粗 く、 白色、片岩 、赤色 、片岩 それ ぞれ の粒子及

び礫 を含 む。焼成 は悪 く、赤褐(7.5YR5/6)色 を呈す る。表面が剥離 し、

整形痕 は不詳で ある。二次加熱 を受 け、内面の ・部に吸炭 してい る。
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5は 須恵質の椀 である。上位 のみ1/4が 残存 し、推 定 口径12。5cmを 計る。

胎土 はやや粗 く、白色、黒色 、片岩それぞれの粒子及び礫 を含む。焼成は悪 く、

鈍い褐(7.5YR5/4)色 を呈す る。表面が剥離 し、整形痕 は不詳 である。内

外面の一部 に炭化物が付着 してい る。

6は 須恵器の高台椀 であ る。底部付近 のみ1/5が 残存 し、推 定底径7,8cm

を計 る。胎 土はやや粗 く、黒色、片岩、 白色 それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪

く、灰 白(N7/)色 を呈す る。 ロク ロ整形が施 され る。底面は、糸切 の後

高台 を付着 。体部 の内外面 に吸炭 している。

7は 須恵質 の高台椀であ る。1/4が 残存 し、高台は剥落 してい る。推定 口

径13,8cm、 高 さ6.1cm、 推定底 径5.9cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、礫及 び 白色、

黒色、赤色それぞれの粒子 を含 む。焼成 は悪 く、鈍 い褐(7.5YR5/4)色

を呈す る。 ロク ロ整形が施 され る。底面 は、全面ナデ付 け られ る。高台接着部

に刻 み 目をもつ。底 部の内外 面に吸炭 してい る。

8は 須恵質 の高台椀であ る。 ユ/3が 残存 し、推 定 口径13,2c拠 、高 さ5.7cm、

推 定底径6.6cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、片岩、 白色、赤色 、黒色 それ ぞれの

粒 子 を含 む。焼成 は悪 く、鈍い黄褐(10YR5/4)色 を呈す る。 ロクロ整形

が施 され、体部 にはナデが加 わる。底面 は、糸切 の後高台 を付着 し、回転 のナ

デが加 わる。二次加 熱 を受けてお り、内外面 に煤 が付着 してい る。

9は 土師質の高台椀 である。1/3が 残存 し、推 定 口径14.6cm、 高 さ5.4cm、

底径7,6cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、赤色、黒色 、 白色 、片岩 それ ぞれ の粒子

を含 む。焼成 は悪 く、鈍 い榿(7.5YR7/4)色 を呈す る。表面が剥離 し、整

形痕 は不詳 である。

10は 土師質の高台椀 である。底部 のみが残存 し、底径6.4cmを 計 る。胎土 は

やや粗 く、礫及び 白色、片岩、黒色それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、黒褐

(10YR3/1)色 を呈す る。 ロクロ整形 が施 され ている。底面 は、糸切 の後

高台を付着 してい る。内外面共 に吸炭 してい る。

11は 土師質の高台椀 である。底部 のみが残存 し、底径6.Ocmを 計る。胎土は

やや粗 く、礫及 び 白色、片岩、黒色 それ ぞれ の粒子 を含 む。焼成 はやや悪 く、

鈍 い黄機(10YR6/4)色 を呈す る。底面 は、糸切 の後高台 を付着 している。

内外面共 に吸炭 している。

12は 土師器 の甕 である。上位のみが残存 し、 口径13,0cmを 計 る。胎土 には、

赤色、黒色、 白色 、片岩 それ ぞれ の粒 子 を含 む。焼成 は普通であ り、禮(5Y

R6/6)色 を呈す る。 口縁部横ナデ。胴部外面 日位 に横 のケズ リ、後 中位 に

縦 のケズ リ。内面上位 に縦 のナデ、後中位 に横 のナデ、…部炭化物付着。二次

加熱 を受 ける。

13は 土師器の甕 である。上位 のみ1/3が 残存 し、推定 口径13,6cmを 計 る。

胎土 はやや粗 く、赤色、黒色、 白色、片岩 それ ぞれ の粒子 を含 む。焼成 は普通

であ り、櫨(7.5YR6/6)色 を呈す る。 口縁部横ナデ。胴部外面下位 に斜

のケズ リ。内面横 のナデ、底部付近炭化物付着。二次加熱 を受ける。
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14は 土師器 の甕 である。上位 のみ1/4が 残存 し、推定 口径22.4cmを 計 る。

胎 士 には、黒色 、赤色、 白色、片岩 それ ぞれ の粒子及 び小礫 を含 む。焼成 は普

通で あ り、鈍 い機(7.5YR6/4)色 を呈す る。 口縁部 は横 ナデ、外面に折

り返 し痕 がある。胴部外面E位 に横 のケズ リ、後 中位 か ら下位 に縦 のケズ リ。

一部吸炭及 び煤付着。内面横 のナデ、輪積 み痕が ある。

15は 土師器 の甕 である。上位のみ1/4が 残存 し、推定 口径21.4cmを 計 る。

胎土 はマーブル状 を呈 し、赤色、黒色 、 白色、片岩それぞれ の粒子 を含む。焼

成は普通 であ り、燈(5YR6/8)色 を呈す る。 口縁部横ナデ。胴部外 面 上

位 に横 のケズ リ、中位 か ら下位 に縦 のケズ リ。内面横のナデ。内外面 一部吸炭。

二次加熱 を受 ける。

16は 土師器 の甕 である。上位のみ1/4が 残存 し、推定 口径22.4cmを 計る。

胎土 には、黒色、赤色、白色、片岩 それ ぞれ の粒子 を含む。焼成 は普通であ り、

鈍い燈(7.5YR7/4)色 を呈す る。口縁部横 ナデ。胴部外面横 のケズ リ、後

最上位 に横 のナ デが加わ る。内面横 のナデ。内外面煤付着。二次加熱 を受 ける。

17は 土師器 の甕 である.底 部以外 の1/4が 残存 し、推定 口径21,6cmを 計 る。

胎土 には、赤色、黒色、白色、片岩それ ぞれ の粒子 を含む。焼成 は普通であ り、

鈍い橋(10YR7/4)色 を呈す る。 口縁部横ナデ。胴部外面上位 に横のケズ

リ、後中位 に縦 のケズ リ、下位 は斜 のケズ リ。 内面上位 に木 口状工具 による横

のナデ、他 は横 のナデ、吸炭 一部炭化物付着。二次加熱 を受 ける。

18は 土師器 の甕 である。口縁付近の2/3み が残存 し、口径21.3cmを 計 る。

胎土 はマーブル状 を呈 し、黒色、 白色 、赤色、片岩それぞれ の粒子 を含む。焼

成 は普通であ り、櫨(5YR6/8)色 を呈す る。 口縁部2段 の横ナデ。胴部

外面上位 に横 のケズ リ、後 中位 に縦のケズ リ。内面横のナデ、一部炭化物付着。

二次加熱 を受ける。

19は 土師器 の甕 である。底部 を欠 くが、口径22.2cmを 計 る。胎上 には、赤色 、

黒色、 白色 、片岩 それぞれの粒 子 を含 む。焼成 は普通であ り、榿(5YR6/

6)色 を呈す る。 口縁部横ナデ、内面一部 吸炭。胴 部外 面上位 に横 か ら斜 のケ

ズ リ、幅 ・長 さ共 に大 きい。中位 は長 さの短い縦 のケズ リが加 わ る。一部吸炭。

内面上位ヘ ラ状 工具 によるナデ、中位 に横 のナデ、一部吸炭.二 次加熱 を受け る。

20は 土師器 の甕で ある。底 部付近のみ1/2が 残存 し、推定底 径4.6cmを 計

る。胎 土 には、黒色、 白色、赤色 、片岩 それ ぞれの粒 子 を含 む。焼成 は普通で

あ り、浅黄燈(7.5YR8/6)色 を呈す る。胴部外面横か ら斜 の面取 り様 の

ケズ リ。胴部 か ら底部内面 は横後縦 の水拭様ナデ、底部 外面 はケズ リ。 …部炭

化物付着 。二次加熱 を受 ける。

21は 土師器 の甕で ある。底 部付近のみ1/3が 残存 し、推定底径4,6cmを 計

る。胎 土には、赤色、黒色、 白色 、片岩 それ ぞれの粒 子 を含 む。焼成 は普通で

あ り、櫨(5YR6/8)色 を呈する。胴部外面縦の面取 り様 のケズ リ、 一部

吸炭。胴部 か ら底部 内面 は横 のナデ、底部外 面は表面剥離のため整形痕不詳。

二次加熱 を受 ける。

22は 土師器 の甕で ある。底 部付近 のみ1/3が 残存 し、推定底径3.Ocmを 計
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る。胎土 には、黒色、赤色 、 白色 、片岩それぞれの粒子 を含む。焼成 は普通 で

あ り、榿(7.5YR6/6)色 を呈す る。胴部外面斜のケズ リ。内面横 のナデ。

底部 内面木 口状工具 によるナデ。内外面一部吸炭。二 次加熱 を受 ける。

23は 土師器 の甕で ある。底部付近 のみ1/3が 残存 し、推 定底径6。5cmを 計

る。胎 土には、赤色、 白色、黒色、片岩 それ ぞれの粒子 を含む。焼成は普通 で

あ り、櫨(5YR6/6)色 を呈する。胴部 内外面共 にナデ。外面一部 炭化物

付着。二次加熱 を受 ける。

24は 土師器 の甕 である。底部付近のみ1/2が 残存 し、推定底径5.6cmを 計

る。胎 土 には、赤色、黒色、 白色、片岩 それ ぞれの粒 子 を含 む。焼成 は普通 で

あ り、鈍 い赤褐(5YR5/4)色 を呈す る。胴部外面横 か ら斜 のケズ リ。内

面横のナデ。内外面共一部炭化物付着 。

25は 土師器 の台付甕 である。胴部下位及び台上位 の1/4が 残 存 し、推定括

れ径4.5cmを 計 る。胎土 には、赤色、黒色 、白色 、片岩それぞれ の粒子 を含む。

焼成 は普通で あ り、機(5YR7/6)色 を呈す る。胴部外面縦 のケズ リ、一

部 に斜 のケズ リ、斜 のナデが加わ る。台 との接合部分横のナデ、一部吸炭。内

面横 のナデ。二次加熱 を受 ける。

26は 方形環状 の鉄製品であ る。外径2.9×3,1cm、 内径1.7x2.2cmを 計 る。用

途 は不 明である

その他 として、馬歯 が出土 してい る(第23図 中*印)。

2土 坑 住居跡 同様、調査 区全体 に分散 して位置 してお り、総数22基 が確 認 され てい

る。

1号 土坑

(第26図)

B-2グ リッ ドに位置す る。長 円形 を呈 し、1。30(長 軸)・0.76(短 軸)×0.24

(深 さ)mの 規模 をもつ。長 軸方位 は、N-110°-Eを 示す 。床面 はほぼ水平

で あ り、覆土 は上層 よ り、鉄分 を多 く含 む灰 黄褐 色シル ト層(1層)、 鈍 い黄

褐色シル ト層(2層)で ある。遺物 は、 出土 していない。

2号 土坑

(第26図)

B-2か らC-2グ リ ッ ド に か け て 位 置 す る。隅 円 方 形 を 呈 し、

1.15×1.04×0.30mの 規模 をもつ。長軸方位 は、N-110°-Eを 示す。床 面は

ほぼ水平であ り、覆土は上 層 より、鈍い黄褐色 シル ト層(1層)、 酸化鉄 ブロッ

クを多量 に含 む黄褐色 シル ト層(2層)で ある。遺物は、出土 してい ない。

3号 土坑

(第26図)

A-3グ リッ ドに位 置す る。隅円方形 を呈 し、0.95×0.80×0,22mの 規模 を

もつ 。長軸 方位 は、N-97°-Eを 示す。床 面は西側 が深 くな り東 に向けて、

徐 々に浅 くな る。覆土 は上層 よ り、鉄分 を多 く含む灰黄褐色 シル ト層(1層)、

鈍 い黄褐色 シル ト層(2・3層)で あ る。遺物 は、出土 していない。4号 溝 を

切 断 してい る。

4号 土坑 A-4グ リ ッ ドに位 置す る。 長 円形 を呈 し、2.05×0.85×0,14～0.231nの 規
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◎ ＼

1号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)シ ル ト質土。

鉄分を多 く含む。

2に ぶい黄褐色(10YR4/3)粘 土に

近いシル ト質土。

2号 土坑土層

1に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質土。

2黄 褐色(2,5Y5/3)シ ル ト質土。

やや砂 っぽい。酸化鉄ブロックが多量 に混 じる。

3号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)粘 土に近い シル ト質土。鉄分を

多 く含む。

2に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質土。 しまりあ り。

3に ぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト質土。やや砂 っぽい。

ハ

捧
◎ 直

笏
4号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)シ ル ト質土。帯状になっ

た酸化鉄が混 じる。

2灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。1層 より粘

性強い。鉄分の混 じりは、1層 に比べ少ない。

5号土坑土層

1

9
ρ

3

にぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト質土。

灰黄褐色(10YR4/2)粘 土に近 いシル ト質土。

鉄分を多 く含む。

暗褐色(10YR3/3)砂 質土。大 きなブロック状。

6号 土坑土鰯

1灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。

2に ぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト

質土。1層 より粘牲強い。

7号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)シ ル ト

質土。粘性やや強い。

2に ぶい黄褐色(10YR4/3)粘

土に近い シル ト質土。

3灰 黄褐色(10YR4/2)粘 土 に

近いシル ト質土。2層 より粘性強い。

OL=27.

賜
8号 土坑土層

1に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ

ル ト質土。比較的しまっている。

2暗 灰黄色(2.5Y5/2)シ ル ト

質土。1層 よ り粘性強い。

3暗 灰黄色(2.5Y5/2)粘 土 に

近いシル ト質土。砂が混じる。

500m2m

一==ゴ1二60

彪
9号 土坑土層

1に ぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト質土。

2に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質土。 きめ細かい。鉄分を多 く含む。

3褐 色(10YR4/4)シ ル ト質土。炭化物が全面にわた り、層をな して混

じる。焼土 も多く混 じる。

4

rD

ρ0

7

褐色(10YR4/4)シ ル ト質土。

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘 土に近いシル ト質土。砂が若干混 じる。

黒褐色(10YR3/2)粘 土 に近いシル ト質土。

にぶい黄褐色(10YR5/3)粘 土質土。1～7層 の中で最も粘性強い。

第26図 土坑1(1～9号)
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(第26図) 模 をもつ。長軸方位 は、N-87°-Eを 示す。床 面は東側が1段 窪み、覆 土は上

層 より、酸化鉄 を含む灰黄褐色 シル ト層(1層)、 酸化鉄 を僅か に含む灰黄褐

色 シル ト層(2層)で あ る。遺物 は出 十二していない。4号 溝 を切 断 している。

5号 土坑

(第26図)

B-4グ リッ ドに位置す る。隅 円長方形 を呈 し、1.28×0.76×0.15mの 規模

をもつ。長軸方位 は、N-92°-Eを 示す。床 面はほぼ水 平であ り、覆 土は上層

よ り、鈍い黄褐色 シル ト層(1層)、 鉄分 を含 む灰黄褐色 シル ト層(2層)で

あ り、床 上に暗褐色砂層(3層)を ブ ロック状 に堆積 させ ている。遺物 は、出

土 していない。4号 住居跡 を切断 してい る。

6号 土坑

(第26図)

A-4グ リッ ドに位置す る。円形 を呈 し、0.56・0.56×0,39mの 規模 をもつ。

床 面はほぼ水 平で、覆 土 は ヒ層 よ り、灰黄褐色 シル ト層(1層)、 鈍 い黄褐色

シル ト層(2層)で あ る。遺物 は出土 していない。4号 住居跡 を切 断 してい る.

7号 土坑

(第26図)

B-5グ リッ ドに位置す る。長 円形 を呈し、0.90×0,50xO.25mの 規模 をも

つ。長軸方位 は、N-68°-Eを 示す。床面 はほぼ水平 、覆土 は上層 よ り、灰黄

褐色シル ト層(1層)、 鈍い黄褐色 シル ト層(2層)、 やや粘性のあ る灰黄褐色

シル ト層(3層)で ある。遺物 は出土 していない。8号 土坑 に切断 されている。

8号 土坑

(第26図)

B-5グ リッ ドに位置す る。隅 円長方形 を呈 し、2.80・1.45～1.65・0.40m

の規模 をもつ。長軸方位 は、N-0°-Eを 示す。床面 はほぼ水平 を成す。覆 一i二

は上層 よ り、鈍 い黄褐色 シル ト層(1層)、 暗灰黄色 シル ト層(2層)、 やや粘

性 のある暗灰黄色シル ト層(3層)で ある。遺物 は、台付 き鉢 と思 われ る土師

器が出土 してい る(第30図)。7号 土坑 を切断 してい る。

9号 土坑

(第26図)

B-5か らB-6グ リッ ドにかけて位置す る。南西部 を縄 乱坑 によって切断

されてい るものの、隅 円長方 形 を呈 し、3.00x2.31×0.30～0.35mの 規模が計

測 され る。長軸方位 は、N-8°-Eを 示す。床面は多少 凹凸がみ られ る.覆 土

は上層 よ り、鉄 分を多 く含 む鈍 い黄褐 色シル ト層(2層)、 砂 が若干含 まれ る

鈍い黄褐色シル ト層(5層)、 鈍い黄褐 色粘 土層(7層)を 基本 とし、南部 に、

鈍 い黄褐色 シル ト層(1層)、 炭化物 ・焼土 を多 く含む褐色 シル ト層(3層)、

黒褐色 シル ト層(6層)が 入 り込んでい る。 この うち3層 が2・5層 問 にも堆

積 してい ることか ら、同一遺構 内 とした。遺物 は3層 中よ り、土師質及び須恵

器 の杯が 出土 してい る(第30図)。

10号 土坑

(第27図)

A-6か らB-6グ リ ッ ドに か け て位 置 す る。 長 円形 土 坑 がL字 形 に組 み 合

わ さ る。1.45×0.26～0.67×0.03～0.12mの 規 模 を もつ 。長 軸 方 位 は 、N-48°

-Eを 示 す
。 床 面 は北 東部 に窪 み を もつ 。 覆 土 は ヒ層 よ り、 鈍 い 黄 色 シル ト層

(1層)、 灰 黄 褐 色 シル ト層(2層)で あ る。遺 物 は、 出 土 して い な い.
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11号 土坑

(第27図)

B-6か ら7グ リッ ドにか け て位 罹す る。隅 円長 方形 を呈 し、2.00×1 .05×0.34

mの 規 模 を もつ 。 長 軸方 位 は 、N-108°-Eを 示 す 。床 面 は ほ ぼ水 平 を成す 。

覆 ± は上 層 よ り、 鈍 い 黄褐 色 シル ト層(1層)、 灰 黄 褐 色 シル ト層(2層)、 黄

褐 色 シル ト層(3層)で あ る。 遺 物 は、 出 一ヒして い ない 。

12号 土坑

(第27図)

B-7グ リ ッ ドに位 置 す る。長 円形 を呈 し、0.65・0.44・0.27rnの 規 模 を も

つ 。 長軸 方位 は 、N-116%Eを 示 す 。床 面 は2段 を成 し、 それ ぞれ が ほぼ水

平 を成 す 。覆 土 は上 層 よ り、灰 黄褐 色 シル ト層(1層)、 鈍 い 黄色 シル ト層(2

層)、 灰 黄 褐 色 シル ト層(3層)で あ る。遺 物 は、 出土 して い な い。

13号 土坑

(第27図)

B-7グ リ ッ ドに位 置 す る。長 円形 ← 一部 が 張 り出 し凸形)を 呈 し、0.53・0,25

～0 .40xO.12mの 規 模 を もつ 。長 軸方 位 は 、N-113°-Eを 示 す 。床 面 は西側

が深 く斜 面 を成 す 。覆 土 は 、灰 黄 褐 色 土 をブ ロ ック状 に含 む鈍 い 黄色 シル ト層

で あ る。 遺 物 は、 出 土 して い な い。

14号 土坑

(第27図)

C-8グ リ ッ ドに位 置 す る。長 円形 を呈 し、1.44・0.43×0.07rnの 規 模 を も

つ 。 長 軸 方位 は 、N-118°-Eを 示 す 。床 面 は[【」1凸が あ り、 西側 が 徐 々 に浅 く

＼
○

10号 土坑土層

1に ぶい黄色(2.5Y6/4)シ ル ト質土。

2層 の土が ブロック状 に混じる。

2灰 黄褐色(/0YR4/2)シ ル ト質土。

/`ゾ

(ジ

髪
13号 土 坑t層

1に ぶ い 黄色(2,5Y6/4)シ ル ト質 上。

灰 黄 褐色(10YR4/2)-Lが 、 ブロ ッ

ク状 に混 じる。

11号 土坑土層

1に ぶい黄褐色(10YR5/3)シ ル ト質土。

2灰 黄褐色(10YR5/2)砂 に近 いシル ト質土
。砂 も

若干混 じる。

3黄 褐色(2.5Y5/3)シ ル ト質土。1、2層 よりも

粘性強い。

⊂:⊃ マー
蛍
へ

14号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。

2に ぶい黄色(2.5Y6/4)シ ル ト質土。

1層 の土がブロック状に混じる。

磁
12号 土坑土層

1灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。

2に ぶい黄色(2.5Y6/3)シ ル ト質土。

1層 の土が多 く混 じる。

3灰 黄褐色(10YR4/2)粘 土 に近いシル

ト質土。1層 より粘性強い。

∠ガ

15号 土坑土層

1に ぶい黄榿色(10YR6/4)シ ル ト質土。炭化物が混じる。

2に ぶい黄色(2.5Y6/4)シ ル ト質土。鉄分を多 く含む。

3に ぶい黄色(2.5Y6/3)粘 土に近いシル ト質土。

4撹 乱

06
m

　第27図 土坑2(10～15号)
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なる。覆土は上層 より、灰黄褐色シル ト層(1層)、 鈍い黄色 シル ト層(2層)

である。遺物は、土師質杯が 出土 している(第30図)。

15号 土坑

(第27図)

C-8グ リ ッ ドに位 置 す る。 長 円形 を呈 し、1.20・0.54・0.26mの 規 模 を も

つ 。長 軸 方 位 は 、N-23°-Eを 示 す 。 床 面 はや や 凹 凸 が あ る。覆 土 は上 層 よ

り、鈍 い灰 黄 燈 色 シル ト層(1層)、 鉄 分 を多 量 に含 む鈍 い 黄 色 シル ト層(2

層)、 鈍 い 黄色 シル ト層(3層)で あ る。 遺 物 は、 出 土 してい ない 。

16号 土坑

(第28図)

D-1か らE-1グ リッ ドにか けて位置する.正 方形 を呈 し、1.18・1.07x1.21

mの 規模 をもつ。長軸方位 は、N-23°-Eを 示す。床 面は水平 を成 す。覆 ヒは

上層 よ り、鈍い黄褐 色シル ト層(1層)、 鈍い黄櫨色 シル ト層(2層)、 酸化鉄

を含む鈍 い黄機色 シル ト層(3層)、 黄褐色粘 土層(4層)、 灰黄褐色 粘 上層

(5層)、 鈍い黄褐色粘土層(6層)、 暗褐色粘土層(7層)、 砂 を含む暗褐色粘

土層(8層)で あ る。底面は酸化鉄 を成す砂層で ある。遺物 は、出土 していない。

17号 土坑

(第28図)

D-1グ リ ッ ドに位 置 す る。 長 円形 を呈 し、1.10xO.72×0,11mの 規 模 を も

つ 。 長 軸 方 位 は 、N-18Q-Wを 示 す 。床 面 は ほぼ水 平 を成 す 。覆 士 は一1層 よ

り、鈍 い 黄 褐色 シル ト層(1層)、 暗灰 黄色 シル ト層(2層)で あ る。 遺物 は、

出 七して い ない 。

18号 土坑

(第28図)

D-1か らE-1グ リ ッ ドに か け て位 置 す る。隅 円長 方 形 を 呈 し、

0,96・0.70・0.12mの 規模 をもつ。長軸方位 は、N-15°-Eを 示す。床 面はほ

ぼ水 平覆土 は上層 よ り、鈍 い黄褐色 シル ト層(1層)、 黄褐色シル ト層(2層)

であ る。遺物 は、出土 していない。19号 十坑北壁 を切断 してい る。

19号 土坑

(第28図)

D-1・2か らE-1・2グ リッ ドにか けて位 置す る。 南半部は調査 区域外

に及 ぶ。隅 円方形 を呈す る と思われ る。北辺のみ計測 され、3.47rnを 計 る。北

辺 は、N-72°-Wを 示す。床面 はほぼ水 平を成す。覆土は上層 よ り、酸化鉄 を

含む鈍い黄色粘 セ層(1層)、 灰 黄褐色 シル ト層(2層)、 酸化鉄 を含む鈍 い黄

色粘上層(3層)、 鈍い黄褐 色シル ト層(4層)、 砂 を含む鈍 い黄褐色 シル ト層

(4層)で ある。遺物 は、出土 してい ない。18号 ヒ坑 によって北壁 が切 断 され

ている。

20号 土坑

(第28図)

D-3グ リ ッ ドに位 置 す る。 隅 円 長方 形 を 呈 し、2.00×1。47×0.15rnの 規 模

を もつ 。長 軸 方位 は 、N-7°-Eを 示 す 。床 面 は ほ ぼ水 平 を成 す 。覆 土 は上 層

よ り、鈍 い 黄褐 色 シル ト層(1層)、 暗灰 黄色 シル ト層(2層)で あ る。 遺 物

は 、 出 土 して い な い 。

21号 土坑

(第28図)

D-5グ リ ッ ドに位 置 す る。円形 を 呈 し、1.04×1.02×0.25mの 規 模 を もつ 。

床 面 は ほ ぼ水 平 を成 す 。 覆 土 は ヒ層 よ り、鈍 い 黄褐 色 シ ル ト層(1層)、 灰 黄
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19号 土抗土層

ー

ウ
臼

り
D

4

rD

にぶい黄色(2.5Y6/3)粘 土質土。酸化鉄のブロックが混 じる。

灰黄褐色(/0YR5/2)シ ル ト質土。

にぶい黄色(2.5Y6/3)粘 土質土。1層 に比 して、酸化鉄の混じりが多い。

にぶい黄褐色(10YR5/4)シ ルト質t。 やや砂っぽい。

にぶい黄榿色(10YR6/4)シ ル ト質土。やや粘牲強い。砂が混じる。

r
～ 」

16号 土坑 土 層

1に 藩くい黄褐 色(}OYR5/4)シ ノレト質 土。

砂が 若 卜混 じる,,

2

3

5

6

7

8

9

にぶ い 黄椿 色(10YR5/4)粘1.に 近 い ン

ル ト質!。1層 に比 して、 砂 の混 じりが 多 い、,

にぶ い 黄椿 色(1〔 〕YR6/3)粘1に 近 い シ

ル ト質 七。 粘 性強 い 。 酸化 鉄 の ブロ ックが着 十・

混 じる。

黄褐 色(2,5Y5/3)粘 土質 一ヒ。 酸 イヒ鉄o)

ノロ ックが 混 じ る。砂 も混 じ る、,

灰 黄 褐蝕(】OYR5/2)粘 土質 一L。酸 化鉄

の ブ ロ ッ クが 多騒 混 じ る。

に ぶ い黄 褐 色(10YR4/3)粘 土質 土。 粘

姓極 めて 強 い。

暗 褐色(10YR3/3)粘 土質 士。粘 牲極 め

て 強 い。

暗褐 魚(三 〇YR3/3)粘 土 質 毛。7層 に比

して粘 牲弱 い 。底 面 の 砂が 混 じる。

鉄分 を 多 く含 み 、赤 み がか っ た砂 層。(底 面)

20号 土抗土層

1に ぶい黄褐色(10YR5/3)砂 に近 いシル ト質土。

2暗 灰黄色(2.5Y5/2)砂 質土。酸化鉄微量混 じる。

イ

ー
'
ー

＼

/

〉

!
み
ー

ピ

21号 土抗土窟

1に ぶい黄褐色(10YR5/4)シ ル ト質土。

2層 のtが 縞状に混 じる。

2灰 黄褐色(10YR4/2)粘 土質土。

17号 ±坑 土 層

1に ぶ い黄 褐 色(10YR5/4)砂 に近 い シル

ト質 .ヒ。

2暗 灰 黄 色(2 .5Y5/2)砂 に近 い シル ト質

土、,砂 も若 「混 じる。

22号 土抗土層

1黄 褐色(2.5Y5/3)粘 土に近い シル ト質土。

2灰 黄色(2.5Y6/2)粘 土に近いシル ト質"L。

1層 より粘牲強い。

18号 土抗.i二層

1に ぶい黄褐色(10YR5/4)シ ル ト質土。

2黄 褐色(2.5Y5/3)粘 土に近いシル ト質

ヒ。粘 ニヒのブロックが微量混 じる。

第28図 土坑3(16～22号)
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褐色粘 土層(2層)で ある。遺物 は、 出士していない。

22号 土坑

(第28図)

D-7グ リ ッ ドに位 置 す る。 不 整 の 隅 円長 方形 を 呈 し、0.95・0,60×0,21m

の 規 模 を もつ 。長軸 方 位 は 、N-78°-Eを 示 す 。床 面 は 凹 凸 が あ り、東 へ傾 斜

す る。 覆 土 は上 層 よ り、 黄 褐 色 シル ト層(1層)、 灰 黄 色 シル ト層(2層)で

あ る。遺 物 は、 出土 して い な い 。

土坑出土遺物

(第30図)

8号 土坑 出士一1。 土師器台付 き鉢 と思われ る。台 のみ1/2の 出土であ る。

推 定台裾径14.4cm、 高 さ4.4cmを 計 る。胎 土はやや粗 く、黒色、赤色 、白色、片

岩それ ぞれ の粒子及び小礫 を含む。焼成 は普通 であ り、赤褐(2.5YR5/6)

色 を呈す る。底部 内外面共ナデ。台接合後 回転のナデ を加 える。台部内外 面共

煤付着。二 次加熱 を受 ける。

9号 土坑 出土一1。 土師質杯 である。1/2が 残存 し、推定 口径12。Ocm、 高

さ4.Ocm、 底径5.Ocmを 計 る。胎土 はやや粗 く、小礫及 び 白色、片岩、黒色、赤

色それぞれの粒子 を含む。焼成 は悪 く、黒褐(10YR3/1)色 を呈す る。 ロ

ク ロ整形後 全体 にナ デが加 え られ る。内外面共吸炭 し煤付着 。内面一部炭化物

付着。二次加熱 を受 ける。

9号 土坑出土一2。 須恵器杯で ある。上位 のみ ユ/2が 残存 し、推定 口径は

14.Ocmを 計る。胎 土はやや粗 く、 白色 、黒色、赤色それぞれの粒子及 び小礫 を

含 む。焼成 は良 く、褐灰(10YR5/1)色 を呈す る。 ロクロ整形 が施 されて

いる。

14号 七坑出土 一1。 土師質杯 である。 口縁 の一部 を欠 くが、口径12.7cln、 高

さ3。5cm、 底径5.5cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、小礫及び、片岩、 白色 それ ぞれ

の粒 子及 び小礫 を含 み、 マー ブル状 を呈す る。焼成 は悪 く、機(2.5YR7/

6)色 を呈す る。 ロクロ整形 が施 されてい る。底部 は糸切 のままであ る。

3溝 全ての溝 が、調査 区北端Aラ イ ン上の、1か ら7グ リッ ドにか けて位 置 して

お り、総数4条 確認 されてい る。全 ての溝が同一の方 向性 を示 してい る。A-

5グ リッ ドか ら西 では、南北 に3条 が並行 してお り、北側 か ら1号 溝 ・2号 溝 ・

3号 溝 とした。また、A-5グ リッ ドにおいて、3条 を切 断 して構築 されてい

る溝 を4号 溝 とした。

1号 溝

(第29図)

大部分が調査 区域外 に及び、南壁 が確認 され るのみで あるため、規模等 は計

測不能で ある。東端 はA-3グ リッ ド3ラ イン上か ら、西端 はA-7グ リッ ド

調査 区域外 に及 ぶ。流れ の方位 は、N-94°-Eを 示す。覆 土は、2号 溝第10

層 と同一 の、褐灰 色シル ト層 である。遺 物は、出土 していない。

図

董
一
9

矧

襯

東端 はA-4グ リッ ド4ラ イン上で4号 溝 に削除 され てい る。西端はA-7

グ リッ ド調 査区域外 に及 ぶ。流 れの方位 は、1号 溝 と同一のN-94°-Eを 示

す。溝 幅は、狭広 がみ られ、0,52～1.10mを 計測 す るが、大部分 は1m前 後で
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A-B土 層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A 十「A

耕作土。 しまりなし。

耕作土。 しまりなし。

黄灰色(2.5Y5/9旧 水田土。粘性に富んだ シル ト質。火山灰 斗'

混 じる。

褐灰亀(10YR5/1)土 。 シル ト質。やや砂 っぽい。鉄分を多 く

含むQ2・3号 溝共通の覆土。

灰黄褐角(10YR5/2)土 。シル ト質。 しまりに欠ける。鉄分を

多く含む。

灰黄褐色(10YR4/2)土 。粘性に富んだシル ト質。鉄分を多 く

含む。

灰黄褐色(10YR4/2)土 。6層 に近いが、6層 に比べ粘性が弱

い。

黒褐㊥(10YR3/2)土 。粘性に富んだシル ト質。溝底の(2 .

5Y6/4)土 が・知 ・ク状 に若干混 じる・+

灰黄褐色(10YR5/2)土 。粘土質。鉄分をやや含む。

10褐 灰色(1DYR5/1>土 。 シル ト質。4層 に比べやや暗い色調。

4層 よりもしまっている。

Uに ぶい黄褐色(10YR4/3)土 。粘性に富んだシル ト質。鉄分を

多 く含む。

重2に ぶい黄褐色qOYR5/4>土 。粘牲に富んだシル ト質。

13黒 褐色(10Y感3/2)土 。粘性に富んだシル ト質。8層 に比べ粘

性が弱い。

14黄 灰色(2.5Y5/1)土 。 シル ト質。 しまりに欠ける。鉄分がブ

ロック状に点在。

正5に ぶい黄色(2.5Y6/4)土 。 シル ト質。砂が若干混 じる。

16に ぶい黄褐色(10YR4/3)土 。 シル ト質。

17灰 黄褐色(10YR4/2)土 。シル ト質。 しまりあり。

18に ぶい黄褐色(10YR4/3)土 。粘性に富んだシル ト質。31号 ピ

ット覆土。

C-D土 層

1

2

3

4

rD

ρQ

7

♪
にぶい黄褐亀(玉OYR5/3)シ ル ト。

灰黄褐色(10YRξ/2)シ ル ト。

にぶい黄褐色(10YR4/3)シ ル ト。やや粘姓強い。

黒褐饒(10YR3/2)シ ル ト。3魍 より粘性強いD

灰黄褐色(10YR4/21>シ ル ト。2層 に比べやや しまった感 じ。

軽石が混 じる。

にぶい黄褐色(10YR4/3)粘 土。

暗褐色(10YR3/3)粘 土。炭が微量混 じる。
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推移 してい る(数 値 は検 出面での計測値 であ り、上端幅 は1.50mを 計 る)。 深

さは、40cm前 後(上 端 より)を 計 る。覆土 は、上層か ら、褐灰色 シル ト層(10

層 ・1号 溝 と同一覆土)、 鉄分 を多 く含む にぶい黄褐色 シル ト層(11層)、 黒褐

色 シル ト層(13層)で あ り、 にぶい黄褐色(12層)を 挟む部 分がみ られ る。な

お、これ らの上層 には、やや砂 っぼ く、鉄 分を多 く含む褐灰色 シル ト層(4層)

がみ られ、3号 溝上面 にも堆積 している(1号 溝上面 にも及 んでい る可能性 が

高い)。 遺物 は焙烙 が出土 してい る(第30図)。

図

ハ薄

9

腸

襯

東端はA-2グ リッ ド中央 において4号 溝 に削除 されている。西端 はA-7

グ リッ ド調査 区域外 に及ぶ。流れの方位 は、1号 溝 ・2号 溝 と同一のN-94°-

Eを 示す。溝幅 は、狭広がみ られ、0.55～0.95mを 計測す るが、大部分 は80cm

前後で推移 してい る(数 値 は検 出面での計測値 であ り、上端幅 は1.20mを 計

る)。 深 さは、50cm前 後 を計 る(上 端 よ り)。覆 土は、北側 と南側 で異 なる。北

側 は上層 か ら、灰黄褐色シル ト層(7層)、 黒褐色シル ト層(8層)、 南側 は上

層か ら、鉄分 を多 く含 む灰黄褐色 シル ト層(5層)、 鉄分 を多 く含 む灰 黄褐色

シル ト層(6層)、 鉄分 をやや含む灰 黄褐 色粘土層(9層)が 堆積 してい る。上

層 に2号 溝 と共通 して4層 が堆積 しているこ とは、前 に述べ た通 りで ある。4

号住居跡 を切 断 している。

、

＼

8号 土坑

1

9号 土坑

1

鯵
14号 土坑

1

7
2
ご

2号 溝

の
1

1

磐

_～翻一 ・
2

38号 ピット

0冤G㎝
ヒ==:=:==L=====目 ・4

第30図 土坑 ・溝 ・出土遺物
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図

紬再

9

媚

徽

西端 はA-5グ リッ ド中央 において1号 ・2号 ・3号 各溝 を切 断 して構築 さ

れ てお り、東端はA-1グ リッ ド調査 区域外 に及ぶ。 また、2号 住居跡 を切断

している。流れの方位 は、他の溝 と同一 のN-94叱Eを 示す。溝 幅は、上端は

知 り得 ないが、1.60rn以 上で ある。深 さは、55cm前 後 を計 る。覆 土 は上層 よ

り、にぶい黄褐色 シル ト層(1層)、 灰 黄褐色 シル ト層(2層)、 灰黄褐色 シル

ト層(5層)、 にぶ い黄褐 色 シル ト層(3層)、 軽石粒 を含 む黒褐色層 シル ト

(4層)、 にぶい黄褐色粘 土層(6層)、 炭が微量混 じる暗褐色粘土層(7層)が

堆積 してい る。遺物 は、士師質高台椀、鉄釘 が出土 してい る(第30図)。

溝出土遺物

(第30図)

2号 溝出土一1。 焙烙 である。口縁部 のみ1/8が 残存 し、推 定 口径20.Ocm、

高 さ4.4cmを 計 る。胎土 はやや粗 く、黒色 、赤色、片岩、 白色それぞれの粒子

及 び小礫 を含む。焼成 は普通 であ り、櫨(5YR7/6)色 を呈す る。全面回

転 のナデ。外 面一部 ケズ リを加 える。二次加熱 を受 ける。

4ピ ツ ト

(第31図 ・第32図)

3号 住居跡の周囲(第1グ ル ープ、以後19と 表記)、4号 住居跡 の東側(第

2グ ルー プ、以後錦 と表記)、4号 住居跡 の覆 土中及び西側(第3グ ル ープ、以

後39と 表記)、4号 住居跡 の西側(第4グ ルー プ、以後49と 表記)、7号 住居跡

の周囲(第5グ ルー プ、以後59と 表記)に 区分 され、総数41基 が検出 されてい

る。特 に、4号 住居跡 の周 囲への集 中が激 しい。 この うち近在す る ピッ トは、

覆土が共通 し、関連性 を伺わせ る。

灰黄褐(10YR4/2)色 シル ト層 を覆 土 とす る ピッ トは最も多 く、2曾の3

号、4号 、5号 、6号 、7号 、8号 、10号 、11号 、12号 ピッ ト、4gの24号 、25

号、26号 、27号 、28号 、29号 ピッ ト、59の30号 、38号 、39号 、40号 ピッ トで

ある。

にぶい黄褐(10YR4/3)色 シル ト層 を覆土 とす るピッ トは、29の1号

ピッ ト、5gの31号 ピッ トで ある。

灰黄褐(10YR5/2)色 シル ト層 を覆土 とす るピッ トは、2号 、9号 、13

号 ピッ トであ り、2gに 限 られ る。

暗灰 黄(2.5Y5/2)色 シル ト層 を覆土 とす るピッ トは、18号 、19号 、21

号、22号 、23号 ピッ トで あ り、3g～4gに かけて位置す る。

また同地 域 には、暗灰黄(2.5Y5/3)色 シル ト層 を覆土 とす る、20号 ピッ

トがあ る。

黄褐(2.5Y5/4)色 粘 土層 を覆土 とす るピッ トは、32号 、34号 、35号 ピッ

トであ り、13に 限 られ る。

黒褐(10YR2/3)色 粘土層 を覆 土 とす る ピッ トは、19の36号 、37号 ピッ

トであ る。

黒褐(10YR3/2)色 シル ト層を覆土 とす る ピッ トは、59の41号 ピッ ト

で ある。

こ うした状況 を、 グループ毎にみる と次 のよ うにな る。
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第1グ ループ 19に は、黄褐 色粘 土層 を覆土 とす る32号 、34号 、35号 、黒褐色粘 土層 を覆

土 とす る36号 、37号 ピッ トがあ る。いずれ も粘土層 を覆 土 として、共通点 もあ

るが、形態 ・間隔 ・位置等に共通性 がな く、単独 ピッ トであるとい える。また、

3号 住居跡 との共通性 も見出だせ ない。

第2グ ルー プ 29に は、にぶい黄褐色 シル ト層を覆土 とす る1号 、灰黄褐色 シル ト層 を覆土

とす る、3号 、4号 、5号 、6号 、7号 、8号 、10号 、11号 、12号 、僅 かに薄

い灰 黄褐色 の2号 、9号 、13号 ピッ トがある。共通す る覆 土の ピッ ト間で問隔・

位置等 に共通性 がな く、小 ピッ トが群在す るもの とい える。

第3～4グ ル ープ 39か ら49に は、暗灰黄色 シル ト層 を覆土 とす る18号 、19号 、21号 、22号 、23

号、僅 か に薄 い暗灰黄色シル ト層 を覆土 とす る20号 、灰 黄褐色 シル ト層 を覆土

とす る24号 、25号 、26号 、27号 、28号 、29号 ピッ トがある。4号 住居跡 内に

所在す る14号 、15号 、16号 、17号 ピッ トは、24号 ピッ ト等 と同様 の灰黄褐色シ

ル ト層 を覆土 としいるが、住居跡覆土 との区別 がほ とんどつかず、床面付近で

確認 され たものである。5号 土坑 と共通 し、時期 的にも平行す るもの と思われ

る。 ただし、第2グ ル ープ と同様、共通す る覆土 の ピッ ト問で間隔 ・位置等 に

共通性 がな く、小 ピッ トが群在す るもの といえる。

第5グ ルー プ 59に は、灰黄褐色 シル ト層 を覆 土 とす る30号 、38号 、39号 、40号 、 にぶい

黄褐色 シル ト層 を覆土 とす る31号 、黒褐色 シル ト層 を覆 土 とす る41号 ピッ トが

あ る。相対的に12～15号 土坑 との間に共通性 があ り、時期的 にも平行す るもの

と思われ る。

ピット出土遺物

(第30図)

38号 ピッ ト出土 一1。 土師質高台椀である。底部付近のみが残存 し、底径7.8

cmを 計 る。胎土 は細かいが、 白色 、黒色、赤色それぞれ の粒子 を多 く含 む。焼

成 は良 く、堅い。榿(2.5YR6/6)色 を呈す る。 ロクロ整形 。底部 は糸切

後付 け高台。

38号 ピッ ト出土 一2。 鉄釘 である。残存長3.8cmを 計る。
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一 ◎ 一

一ヒ/ノ

勿 一,
1号 ピット土層

1に ぶい黄褐色(10YR4/3)粘

土質土。

一 ◎ 一

イ白

}
9

9号 ピッ ト土層

1灰 黄褐色(]OYR5/2)シ ル ト

質土。砂が混 じる。

13号 ピッ ト土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)粘 土に

近いシル ト質土。鉄分のブロックが

混じる。

縁

輪

蕩

盤

一θ/∴ 一 易゚

._.._.ヤ..

形 一、 號,笏_
2号 ピッ ト土潜3号 ピット土層4号 ピット土層

1灰 黄褐色(10YR5/2)砂 に近1灰 黄褐色(監OYR4/2)ソ ル ト1灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト

いシル ト質土o質L。 質土D

-◎ 一 一 ◎ 一 一 ◎ 一

/詫 〈♂/

%6雛7霧_
5。6・7・8号 ピッ ト土癌

1灰 黄褐 色(10YR4/2)シ ル ト質 土。

一 ⑤ 「 一 ◎ τ 一 一 〇
/一

巽 ≠〉 鉢

物.嫉.嫉.
10・11号 ピッ ト土層12号 ピッ ト土層

1灰 黄褐色(10YR4/2)シ ル ト質土。1に ぶい黄褐色(10YR5/3)粘 土

に近いシル ト質土。

2灰 黄褐色(10YR4/2)粘 土質土。

一一 ◎ 一 一 ◎ 一 一～ ◎ 一

列7∠Σ サニ低 吟

㌶.㌶.㌶.
18・19・22・23号 ピ ッ ト土 層

ユ 暗 灰 黄色(2,5Y5/2)シ ル ト質 土 。帯 状 ・ブ ロ ッ ク状の 酸 化鉄 が 混 じる。

第31図 ピ ッ ト1
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一◎
/一 一ら 一◎ 》 …転

㌶ 、,勃.鑑.易.
21号 ピッ ト土層

王 瓢

・雛 ∴ 瀦1。.1騨 色(2・5Y`/2)シ ルト … 褐色一R・/…-

2褐 色(/0YR4/4)シ ル ト質土。

やや粘性強い。

一一 ◎ ～ 一一 ◎ 一 一 ～ ◎ ～ 一 一@ .

/一 身 ノ7/7

髪 、、%.霧.彫.
26。27。28・29号 ピ ッ ト圭層

1灰 黄褐 色(10yR4/2)シ ル ト質 土。

°5一 ゆ7◎1-一 ② 「

1叫 ～ 一 一 一～ 一_

珍 多_鷺_鑑
30号 ピット土層

1釜 警 色q°YR4/2)シ ル ト1黄 褐色 …5Y・/・ ・やや一14毒 巖 乎1樗

/、,_。,.

2黒 褐色(10YR3/2)シ ル ト質2黄 褐色(2・5Y5/4)土 。基本的に1層 と同質だが・やや砂質・

滑こ。/層 より粘性強い。

一一゚ ㍉ ゆ
5◎ ン ー～(㌃

勃 鑑 易 易
36号 ピッ ト土層38号 ピット土層39号 ピ

ッ ト土層40号 ピット土層
1黒 艶(10YR2/鋼 … 一ム1灰 熊 色(10YR4/2)・ ル ト1蹟 褐色(10YR4/2)・ ル ト1灰 醜 色(

、0。R4/2)。 ル ト粒子
炭゚化物(多 量)混 入・ 質土。 鰍 。 質土。

2オ1ト ブ馳(2・5Y4/4)ま ・ にさ・い黄色(2
.5Y6/4)土 が

ローム粒子(多 量)混 入。 ブロック状 に少量混 じる
。

一 く◎ 一 一

イ

髪 欝 　 °～ 籍・・
第32図 ピッ ト2
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V調 査のまとめ

検出された遺構

住居跡

土坑

前章 まで述べて きた ように、奈 良東耕地遺跡 の今回の調査 において は、遺構

内覆土 と基盤層 との差 が、ほんの僅かであって見極めが困難 であ り、6号 住居

跡 の ように、カマ ドの存在が知れて初 めて、住居跡の存在 が確認 された ものも

あった。 しか しなが ら、住居跡7基 、土坑22基 、溝4条 、 ピッ ト41基 が検 出さ

れ、大 きな成果が挙 げ られ た と思われる。

総数7基 が検 出 され た住居跡 の うち、2号 ・4号 住居跡 の2基 は、溝 によっ

て削除 され ていて、形態 も不整 形で あった上、カマ ドも検 出 されてい ないが、

床面 が安定 してい ること、形態 も長方 形 を基本 とした もので あるこ と等か ら、

…応住居跡 としたものである。また、1号 ・7号 住居跡 の2基 は、調査 区域外

に及び、その全貌 が知れ なかった。 さらに5号 住居跡 は、 旧住居跡埋没後、各

辺 ほぼ同率で拡張 され、新住居跡 が構築 されているが、カマ ドの設置位置 は完

全 に一致 してお り、 同一住居 の拡張 とした。

しか しなが ら、検出 された住居跡 を統括的に観察す る と、長方形 を基本 とす

る形態 をとること、確 認 され たカマ ドが全て東辺 に構築 されているこ と、主軸

方位 がN-80°-Eか らN-101°-Eの 範囲内に集 中す る こと、床面上 に柱穴

が検 出 されていない こと等 の共通点 が見出 され る。 このことか ら、 カマ ドの検

出 されていない1号 ・2号 ・4号 住居跡の うち、少 な くとも1号 住居跡 につい

ては、東辺 に構築 されていた可能性が高い といえる。

カマ ドは、燃焼部 を竪穴 内に設 けてい る3号 ・5号(旧)・5号(新)住 居跡

と、燃焼部 を竪穴内 に設けず、竪穴外 に全 て張 り出す6号 ・7号 住居跡 に区分

され る。

覆土 は、大部分がシル ト質で あ り、色調 は黄褐色 を基調 として、 ほぼ共通 し

ていた。 そして、下層 ほ ど砂 を多 く含 む とい う特徴 もみ られ 、この砂 を多 く含

む土層 は、鈍 い黄褐 色シル ト層(2号 ・4号 ・5号 旧住居跡)、 鈍 い黄燈色 圭

(3号 住居跡)と い う共通性 もみ られ た。また覆 土上層 には、灰黄褐色シル ト層

中(1号 ・4号 住居跡)、 鈍い黄褐色 シル ト層 中(2号 ・5号 新住居跡)等 、鉄

分 を含む層 も共通 してみ られ、各住居跡 間の時間差がほ とん どない状況がみ ら

れ た。

22基 検出 された土坑 は、覆 土等 によって区分 され る。

鉄分 を多 く含 む覆土 で共通性 をみせ たのが、灰黄褐色 シル ト層 を覆 土 とす る

1号 ・3号 ・4号 ・5号 土坑の グループである。他 には、黄褐色シル ト層 を覆

土 とす る2号 土坑、鈍 い黄褐 色シル ト層 を覆土 とす る9号 土坑、黄色シル ト層

を覆土 とす る15号 土坑、黄榿 色シル ト層 を覆土 とす る16号 土坑、鈍い黄色粘土

層 を覆土 とす る19号 土坑 がある。

1号 ・3号 ・4号 ・5号 土坑 グルー プの覆土で ある灰黄褐色 シル ト層は、3

号溝覆 土の5層 と同一 であ り、3号 溝 と同時期 と考え られ る。

各住居跡 と共通す る灰黄褐色 シル ト層 を覆土 とす る土坑 は、6号 ・7号 ・9
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蕎

ピッ ト

検出された遺物

結語

号 ・10号 ・11号 ・12号 ・13号 ・14号 ・19号 土坑で ある。また、15号 土坑 の鈍

い黄色シル ト層 は、1号 住居跡覆 土 と共通す る土層 である。

鈍い黄褐色 シル ト層 を覆 土 とす る土坑 は、8号 ・17号 ・18号 ・20号 ・21号 土

坑で あ り、1号 住居跡及 び5号 新住居跡覆 土 と共通す る土層 である。この うち、

ド層が暗灰 黄色 シル ト層で共通す る土坑 は、8号 ・17号 ・20号 ・21号土坑 であ

る。また、18号 土坑下層 と共通 の黄褐色シル ト層 を覆土 とす る土坑 は、22号 土

坑 である。

2号 及び16号 土坑の鈍 い黄褐色 シル ト層は、共通す る土層 であるが、他 の遺

構 に共通す る土層 は、確認で きなかった。

4条 検出 された溝 の うち、1号 ・2号 ・3号 溝 は、重複 関係か ら、1号 ・3

号溝(古)→2号 溝(新 ・焙烙出土)の 関係が知 れ るが、時期差 はほ とん ど無

いもの と考 えられ る。4号 溝 は、 これ ら三溝 を切断 して掘 削されてお り、最 も

新 しい溝で あることが知れ る。 また4号 溝覆土 中には、浅 間A火 山灰 が包含 さ

れ 、その下限 とされ た。

ピッ トは、総数41基 が検 出 され てお り、所在地 によ り5グ ルー プに区分 され

たが、 ま とま りをみせ るものがな く、小 ピッ トの群在 とい う認識 に止まった。

1号 住居跡か ら刀子2点 と紡錘車、2号 住居跡か ら刀子 、3号 住居跡 角釘2

点 、5号 新住居跡 か ら角釘3点 、7号 住居跡 か ら方形環状鉄 製品、38号 ピッ ト

か ら角釘 と、 ほ とん どの住居跡か ら鉄製 品が検 出されてお り、大 きな特 徴 を示

している。 なかで も、1号 住居跡か ら検 出 され た紡錘 車は、弾 車の下位が折れ

曲がっているものの完存 してお り、良好な資料 となろ う。また、7号 住居跡 か

ら検 出 され た方形環状鉄製 品は、土器群及 び馬歯 と共 に一括投入 され た状況 を

呈 してお り、特 に馬歯 と強 い関連性 を伺わせ ている。 あるいは、馬具 の一一部で

あろ うか。

土器類 は、僅か に還元炎焼成 を残す須恵器 の杯 と、還元炎焼成 を伴わ ない土

師質の杯 が混在 してお り、後者 の比率が高 くなっている。また、3号 住居跡 で

検 出 されたよ うな内黒高台椀 も伴 ってい る。 さらに、5号 新住居跡 でみ られ る

よ うに、灰紬 の割合が多い ことも特徴の…つ となってい る。甕類 は、すべて肩

部 に丸み をもつ土師器甕であ り、羽釜 は検出 されていない。

当地 は、 「奈 良』 とい う地名 が示す通 り、厚い堆 積土 に覆 われた真 っ平 らな

沖積低地帯 であ り、地表面の観察 か らは遺跡 の認知 が困難 な土地 であった。そ

のた め、地表 に突 出した古墳 の存在 は知 られていたものの、集落遺跡 はほ とん

ど知 られていなかった地域で もあった。

こ うした土地 において、 これまで述べ てきたよ うに平安時代の単純遺跡 が検

出され、その在 り方が示 された ことは、古代か ら 『奈 良』 とい う地が果 た して

きた多 くの役割 を考 える上で、一つの大 きな成果が得 られ たもの と思われるの

である。

調査 にご協力 いただいた皆様 に感謝 申 し上げます。
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